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滞 IN 
窒 人 M 
串 RS 
室 天 ミ 
マジ ? 
翌 況 四 
選 や 
に 皇 


ニ フ に 仕え る 秘書 官 。 ジ 
整 役 を 務め る は と 優秀 


和 


者 の 滑 


fiuder paradyne る ] 十 旦 委 | ] 正 思 3 ヨ 


トー ミー 人 < 人 NAK へ HK・hy/EvK 


ト 本 4 に 束 トド 年 党 ] で 号 


汎 
| | 


WM / 
/ 4 


/ A| es ド 
0) 
と 


SN し 


の 周辺 拘 備 を 担っ て いる 


近衛 隊 。 朱 


企 常 直轄 の 


_ 中 ホ St に < 人 ト で さき ペー で へ 細 商 表 中 何 (GcrskーkRー と ) 
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ペー 
ー パ 


ヘーー 


の 三男 。 ナ ザ リ ッ ク 地 


大 墳 駿 に 侵入 し 、 恐 怖 公 の 伏 属 の 餌食 と な る 


傘 。 は 邊 


ぐ コ ー ド ルレ %y 


ク 


ッ シ ャ ー」 の メン バー。 ナ ザ リ ッ 


LU 
ゃ 
? 


ヶ ア 
人 Sm 


_ へ 


9 


に 赴 い た ワー カー チー ム の 中 心 的 な 役割 果たし た . 


Parpatra ogrion 


96 ア 909〆 
べく くつ ト <+ 


) 歳 の 現役 戦士 


意 狩 0 (ドラ ゴン ハ 


* ハ ルス 帝国 の ワー カー チー ム 


membe 


of dragon hunt's 
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ー カ ー チ ー ム 「 天 武 」 の リー ダー で あり 5 天才 剣士 。 人 
* し 、 秀 度 は 仙 慢 。 エ ルフ の 放 隷 3 人 と パー ティ ー を 
で ある 


[ 各 党 ] 


尺 ] (sh) 療 水 癌 


に に が ト 


[ 式 洋 


ー>N* 「 史 当 」 トー キー き ー ミ 


エル ヤー・ ウ ズル ス 率 いる ワー カー チー ム 「 天 武 」 の メン バー。 野伏 、 神 
家 、 森 祭司 か ら な る 3 人 の 女性 エル フ 


members o 
NN 


AN か SQ 


いく ーー 


巡 
還 
ト 

} 

R 
N 
S 


[ 族 。 貴 族 時 代 の 艇 沢 


SN SS& 補 N さ ーー 


ご ま 
人 
内 目 
間 紀 
所 
中 一 
9 g 
ル 天 
ス 野 
半 
間 滞 
人 
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ご ー ヾ 


ご へ ざす 


唱え (さこ 


つべ ) 浴 


(CSS 


遇 位 を 皇 交 に よっ て 到 奏 きれ た 没落 貴族 ・ フ ルト の 。 アル シェ 、 双子 の ウレ 
イリ カ & ク ー デ リカ の 坪 


アル シェ の 双子 の 妹 た ち 。 心 や き し い 姉 が 大 好き で 、 借 金 を 抱え た フル ト 家 を 
出 て 、 姉 と と も に 暮らす こと を 待ち 刻ん で いる , 


(VANW<) 本 【 水 


午 科 VN 一! [ 吉 き 


器 到 ペー [ 洛 洲 
NN 


部 ぶ % 守 


SN へ 


4 
の 


N マ 志 N つ いい 


prol uogerp mu 


三 
王 〔 ら ] 


「 自 金 の 竜王 (プラ チ ナ ム ・ ド ラゴン ロー ド )」 の 異名 を 持つ 、 ア プー グラ ンド 評議 国 永久 評議 
員 。 通 称 「 ツ アー」。 迄 次 の 子 に し て 、 始原 の 麻 法 を 使用 で きる 数 少な い 存 在 で 、「 最 強 の 
竜王 」 の 普 れ も 高 い 。 白金 の 鎧 を 遠隔 操作 し 、 十 三 英雄 の ひと と し て 旅 を し た こと が ある 


ーッ キー ドー ローF Il 定理 
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SD 


宮 


Y、 テン 9 が 「 小 特 軍 の 角笛 」 を 使っ て 召喚 し た 19 人 の ゴブ リン 。 知能 が 高い 絆 な 戦士 。 ア ー グ は トブ の 大 森本 で パー ダスト に 
トピ 、 。 細 わ れれ て いた と ころ を エン リ と テン) 應 下 の ゴ プリン に よっ て 助け られ た 


『 ム 、 ゴ コウ 、 シ ュー リン ガン 


ょ ダイ ノ 、 コ ナー、 キュ ウメ イ 


ょ ロニ ス 、 スイ ギョ 、 グ ー リ ンダ イン 


JI 人 95 


ン リ が 二 度 目 に 「 小 鬼 将軍 の 角笛 」 を 使っ て 召喚 し た 約 一 千 の 屈強 な ゴブ リン 兵団 
エン リ が 度目 に 「 小 指 将 和 


・ ゴ ブリ ン 軍 師 
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目 の 部 分 は 時 ペタ < 
和 の ゴブ リ Pom5 ンー 
若 和 低 くし て いま す / ] 
ご 還 
凍 | | 


チュ ニッ ク の 下 に 洪 り 込む 
肩当 て の ベルト 
( 作 省 路 し て ます が 
反対 側 も 同様 で す ) 


チュ ニッ ク と 中 の スカ ー ト は 布製 で す 。 
その 内 側 に チェ イン メイ ル を 
着 て る イメ ー ジ で す が 


大 務 部 は 鏡 無 し で す が 
肌 で は な く 芽 色 し て 衣類 で も 可 


・ ゴ ブリ ン 弄 騎士 隊 


この ペル ト は 剣 の 軸 の た め の も の で す 


暗色 で ハイ ライ ト も 暗め に 


大 務 部 は 錯 無 し で す 
グリ ー ブ は 金属 製 で す が 


・ ゴ ブリ ン 溝 騎士 隊 装備 別 詳細 全身 
スペ キュ ラ (ハイ ライ ト 0 
も 頭 や 腕 、 肩 の 装備 と 


より 氏 着 させ て くだ さい 
同じ よう な 形 に 
誤 騎 兵団 


ブレ スト プレ ー ト は 
重 装甲 兵団 より も 胴体 に 
意匠 も 異な り ま す 
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騎乗 の イメ ー ジ の み で す 


聖 財 士 隊 の 狼 と 違い 前 脚 は 
肘 を 横 に 張り だ し た 形 で ツメ ( 指 ) は 2 本 
残り 3 本 で 軸 を 構成 し て いる よう な スタ イル 


* 獣 騎兵 団 狼 詳 細 


矢 と 和 短 は ガ ゼ フ の も の を 流用 * 克 騎 兵団 弓矢 詳細 
サイ ズ な ど 適 宜 調 整 燥 い ます 


* 購 殺 隊 各 パ ー ツ 別 詳細 


| 党 
100 | 
| 


3 竹 装備 状態 を 個々 で 変え る な ど 
ブー ツ 


長 号 兵団 と 共通 の 造形 


の W 
NN 


帽子 は この 形状 で 固定 せ ず 


動作 に 連動 し て 尻尾 の よう な 動き を 


ょ レッ ドキ ャ ッ プ ス 姜 備 別 詳細 


・ 生 楽隊 
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アウ ラ と マー レ を 背 に 乗せ 、 パ バハ ルス 帝国 に 現れ た ドラ ゴン 


NM IN( ど 2 


N ぐ NN ヘコ パー の * 
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ン デ ッ ド 


邪 世 な マジ ッ ク キ ャ スタ ー の 人 死体 に 宿 う 生ま れる アン 


デミ ウル ゴス 、 ア テル ベ ド に 属す る 加 魔 
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N 


5 ( ー ヘー 
iD ク 2 
SO) ォ ジ レス 
9 2 


動 ( 般 芝 戦 士 
ケル トン 素 体 


> 人 KA さい ヘ 


頭角 は ほほ ぼ 守 出 
眼 は あり ませ ん 
眼 褒 の み 


ZSSrr デポ ー ベ ・ 二 で NN 


俊敏 で トリ ッ キー な 動き の イメ ー ジ で す 石 の 尺骨 ・ 腕 骨 ・ 中 手 は 
人 完全 に 寺 出 


硬い 毛 で す が な び か せ て 体型 と 学 動 は 大 型 の イノ シシ で す 
素早 く 動き 、 体 当たり で 
強烈 な 一 撃 を 放つ イメ ー ジ で す 


細く て 長い 
し な や か な 尻尾 


目玉 は 白化 し て 黒 眼 無し 


CN ペデ バーバ ・ そ で NN 


) 
下 あ ご の 小さ い 叶 上 あご か ら 伸び る 
大 きい 手 


丸い 影 ら み は 妥 敗 表現 で す 
毒々 し い 感 じ に 


短 定 で す が 、 筋 肉質 で 
ガッ チリ し て ます 


くべ ヾ ペー・SNINN・ 


目玉 は 白化 し て 睦 眼 無し 


上 脱 骨 が 一 部 守 出 


丸い 膨らみ は 良 敗 表現 で す 
刺 々 し い 感じ に 


体毛 が 無く 地肌 が 窟 出 


ツメ は 黒 ある い は 肌 は 腐敗 し た よう な 配色 で 


澤 色 の イメ ー ジ で す | 


大 陸 骨 が 一 部 緒 出 
小さ い 突起 は 中 出し た 背骨 の 款 突起 で す が 省 路 可 で す 


エン トマ が 使役 する プロ ー ド ソー ド の よう な 上 。 


6 


よ 生 ら か AN・ ポ ー さ を 人 ベー ペー 


グリ ッ プ に 草 が 天 い て あり ます 


上 位 種 


ルド ガー ダー の 


ナ ザ リ ッ ク ・ エ ル ダ ー ガ ー ダ ー の 上 位 和 


ナ ザ リ ッ ク ・ オ ー 


相生 NIS 一 一 ペー > ト 生 ら か SN・K ペ 一 ドー ペー 
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NNN さ NX 


ダ ヘ ナ で 召喚 きれ た 山羊 頭 の 下位 魔 。 体 は 魚 に 習わ れ て いる 


ザ リ ュ ー ス ・ シ ャ シャ が 飼う ヒュ ドラ 。 ザ リ ュ ー ス と は 心 が 通い 合っ て いる よう だ 


口 を 閉じ て いる と き 
チロ チロ と 舌 を 出し 入れ し ます 


全長 5m サ イズ 


本 ーー 


全長 1 0m サ イズ 


+ 


この くら い の ほ う が 据 力 ある と 思い ます 


四 つ の 頭 が 常に 別々 の 動き を 行う た め 
バラ ンス を 取る た め に し な や か に 動き 続け る 尻尾 


中 央 の 二 つ の 首 の 骨 は 背骨 が 分 岐 し た 先 に ある イメ ー ジ 
左右 端 の 首 の 骨 は 肩 甲骨 に 接続 し て いる イメ ー ジ 


象 の 足 裏 の よう に 


ょ ロロ ロ 詳細 ひび 割れ た 硬質 ゴム の よう な 状態 


ル よ り も 体 が 大 きい 


菅 の トロ ー 


で 遂 


トブ の 大 森林 の 東側 を 支配 し て いた トロ ー ル 。 筋 管 隆々 


〆/ 〆/ 
アノ クシ 

(人 

や き 


ッッ ン 


UE 


N (SN 《 


SS の | 


Ds 


上 


長い 名 は 礎 病 者 と いう 習わ し の た め 、 自 身 の 短 い 名 と 絢 き に は 絶対 の 自信 を 持っ て いる 


H8 


トブ の 大 森林 の 西側 を 支配 し て いた ナー が . 
東 の 巨人 “ダグ "より は 、 分 別 が あっ た た め ア イン ズ に 忠誠 を 誓い 、 そ の 支配 下 に 入っ た 。 


げ 
レラ 3 
レレ 4 
リ 
に 3 
附 
ス 
1 ト 3 
区 
ル 
欠 
ル 
/ 
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NAT デマ 生 表 ・ 


トカ ゲ を 初 御 と きせ る 巨大 な 魔 玲 


見 つめ ゆら れる と 際 体 が 石 に な っ て し まう 「 石 化 の 視線 」 を 持つ 」 


ら と で トー・ 人 KK 一 


広範 囲 即 死 型 の 超 位 魔法 (1 ア ・ シ ュ プ ニ グ ラス / 遇 き 豊 生 へ の 資 ) に よっ て 繁 牲 者 を 生 澤 に 召喚 きれ る 最上 位 モ ンス ター 
戦場 で は テイ ンズ の 移動 手段 に も な っ た 」 


王 ピ ボン 3 


触手 は 全体 的 な 大 き な 波動 運動 と 

先端 の 細か な 波動 運動 の 複合 で 

生物 感 が 増し て 気持 ち 悪 く な る か と 

太い 触手 (中 心 が 最 も 太い ) 9 本 
微生物 の 鞭毛 の よう に 螺旋 波動 運動 し て いる 
前 面 
手招き 動作 する や や 小型 の 触手 
4 本 


独立 動作 する 腕 型 の 触手 
左右 に 2 本 


・ 影 付け 足 先 は 鉱物 の よう に 変質 
先 が 大 きく 二股 に 割れ て 山羊 の 踊 の よう に 


人 


? 


人 手 の 守 次 か フー 量 は 計 ペ タ 
民 人 NR セロ の ペン タブ ラッ ク 人 
9 な 人 が 列 で き な い 間 

Rd 科 拓 の よう な 人 


記 必 に あたる 角 手 


光 池 に 関わ りな く 商 下 に 所 症 す る 頁 っ 時 な 


5 種 の 房 で 机 成 角 手 は 1 5 本 あり 、 太 さ は A> BC>C 
サイ ズ は A>D>C>B>E 1 
※ た だ し 、 それ ぞ れ で 反 務 差 を つけ 全体 と し て 艇 の 拉 科 置 


7 人 H 在 感じ させ な いよ う シル エッ ト を 消す 
あく まで も 時 9 な 構造 


は 上 8 の 頂点 が 外側 に 15 度 ほど 類 い で いる ーーーーーーー 証 


し 4 


C は 上 所 の 頂上 が 外側 に BO 服 ほど 傾い て いる - 


用 動作 する 小さ め の 前 手 は 
C の この 位 に 提 村 (で) 


還 前 方 (進行 方 向 ) D の 左 生 の 房 の 下部 前 擬 に 
D の 前 の 房 に の み の 夫 績 する 
5 本 目 の 肢 が 投 続 
33 側 ( 委 ) の 房 に は 尻尾 決 の 
触手 が 1 本 鬼 続 する 


A と E の 記 外 を 消し た 状態 


前 面 較 


記 の 表 本 の ロ 
ー つ の 房 に 01 つ (ラン ダム ) 


上 の 線 上 に ある 
陸 拉 させ ず 、 る 本 陣 誠 を あけ つづ 
ラン ダム に 本 中 


ょ ペー ス 


nm 12: 


SR 人 オキ PNN ペ 一 S 二 で を: 


習う の 症 衣 で 人生 で へ mWR り 算 つの " 


例 色 の カー テン 
友和 雪 高 く 外側 か ら は 内 側が 見 えな い 
内 催 か ら は 少し 透過 し て いて 様子 が 見 える 


失 堪 は 全て 同じ も の 


' アイ ンズ ・ ウ ー ル ・ ゴ ウン の 
レリーフ 


デス ナイ ト は 合計 10 体 
マン ト が 相 に 物理 千 歩 し な いよ う 
短く 変更 し て いま す 


大 茹 の 玉座 の 問 に ある オブ ジェ と 同じ も の 


っ * 


移動 午 彼 と いっ た 趣 


ょ アイ ンズ の 興 


後部 に も レリーフ あり ます 


ょ アイ ンズ の 典 
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* 場 車 (皇帝 専用 ) 


中 央 部 分 は 弓 兵 の 了 用 置か が め り ま す 
(実際 9 な ギミック は 衝 申 ) 
9 


有事 に 兵 装 と し て 扱え る 盾 ヽ 
衛 民 の 訂 法 の 盾 流用) 
\ 


ょ 電車 ( 旦 深 専用 ) 


* 二 車 (中 常 専用 ) 


壁 も クッ ショ ン 状 


板 に 布 が 張っ て あり ます 


豪華 な 織 入 (模様 な ど お 任 は し ます )  + 思 車 (中 帝 専 用 ) 内 部 


且 車 本体 外装 の ゴシック 調 の 錠 り 模様 


マー ク T マー ク 8 


マー ク 1 マー ク 3 
(エア フォ ー ス ワン 的 な 上 下 で 分 割 可 
麺 昧 会 い の 模様 ) 


マー ク 5 (いく つか の パタ ー ン に 分 割 ・ 組 合せ ) 


GSao 小型 の シー ルド 状 オブ ジェ 


馬車 の ドア に も 付属 


Sp 屋 要 の 箇 り (大 小 e 種 ) 吾 交 パー ツ A 


上 下 左 お 反転 ・ 分 割 な ど で 本 体 各所 に 配置 


本 体側 面 下 部 の 昇降 ステ ッ プ を 若 ね る 
シー ルド 状 の オブ ジェ 


et② 


・ 二 還 (皇帝 専用 ) 装飾 


屋根 の 加 則 と 弓 民 ブー ス の 角 に 配置 エン ブレ ム は 塗装 で は な く レ リー フ で す 


* 二 還 (皇帝 専用 ) 


il 幸人 129 


* 貴族 用 の 幌 二 車 


重 


・ 貴族 用 の 幌 志 


3 


貴族 用 の 肝 思 』 


* 貴族 用 の 幌 馬 車 


130 
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| ST 
4 前 


| UBSe く ぶ う SNBII 


死 獣 天 朱 重 


モモ ン 


ウル ベル ト ・ ア レイ ン ・ オ ー ド ル 


と ( (?) 


IN(/ リ ノイ 


で 


ば 


武人 姓 御 電 
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・ リザ ー ド マン 部 族 マ ー タ 


鋭 き 亡 尾 (レイ ザー・ テ ー ル ) 


意 牙 (ドラ ゴン ・ タ スク ) 


小 きき 牙 (スモ ー ル ・ フ ァ ン グ ) 


朱 の 障 (レッ ド ・ ア イ ) 


。 
アク 


= ンー エー 


・ テ ン サ イク ロペ ディ ア 


Yet miKMeme 訂 3mirF mWiF WKI WW 


HWWEA KEKEW RE9HEK 刺 RWHTMKX MM RPIRFHWWFKK RW WOHNT 提 KWiM WHY 
SGP HMPRHWECEN SR6M HTCNM 


HWKX EK WImdHn WNWEKbREXW WE 
WTCNEGH WE ENGd MEW 

8 EK FOX "WWMNEOIEWWKX El WM 中 

iAKNKPWKKFXK TK WiWSGmWF WWGHW WI NOFmFMIG % 2 WRC II ROCKKEma 

JERHl'Wm PREFEHEK EhOL2EGTHT 還 中 HW 

CK WMAT FN 3M KRAIO2 WWWEK XPW RIP EER 


GtM GH&H ち H mMOMW %W KWKERXAGWIaHT&l 


RI ERO 
met iuitm reohwhWWX WWrWWWWOHG 9W WGPitamiW2 wonee NL 
TYO PBWP 史 PWR 2 PS 上 PWRRE22 WW oro ht2 PACRO 
PP nm na 2 PP 2 MY IP 
2 MCWWXOWPm PWM WW 0 amor as 誕 6 1 が 
TK fm 区 WM MERW 基 生 由 芝 困 THW 靖 休 着 基 人 箇 下 楽 人 区 4 ae た り Mi 


NXH RI 2lWEMWEK 4 区 EW2BIK FM F 話 隊 人 WI ERTWTK 呈 
TXEtWitWiCcM2tol it な Xal m HI RA aimPF RWGEWT FN 


1 Hmhm fmHWEEWdW KGHfgIT 明 呈 KaWMW mtOHmdL 
FMYKPTK KK KAm TFHKXNXP mat TM WW HmFF"WNGHNT TNGHGHT&N 
Kb tiWEEW IOFW3IT ド RM KEKrWm hgEGHEHEKH WE MrHfKE E MGLqhMWdL 
PWR KmahWIKd nMGHWH HK WT HHK 時 WEREQ2 Kr 
FRKEKpWtXFXK TM WEW2 ぷ JE KEKEW WR2IEC2 4 WW WM2KM FRGH あ H RMOHIGI WM 
lmrF WhmGHW nM hGHmGHICNW 
WWN KRKam mREPEHEEW TRWWEECHK WE WIWEWdWRHT 


HmK ma HHN WWERM HG WI NX:WiWWEGHI PWGCG mrWWITHTXK ITKNKTA KO MR 


EMR GEN WEWSIECBS KK WW Xe で Mt K 240H4H KCWW2fdH2HN HK れ 26P4X 
| で kt ftdh pH htOFmale2 0 KW で -《GGRNEP hGHWGHWgl H WMWOHN 


PPP BK WWW PTXOH KR PRKWR mh Ap 
8 Ta re boefW awwot s wmauremml 
WiWHMWEK mh MX HK TEWM MX HMI 


HIWEM HE FM HWCmiW RE 


・ フ ルキ ヤセ デ プク 
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・ ン フィ ー レ ア の 新薬 ボー ショ ン 


容器 は キャ ッ プ も 含め て 
全て ガラ ス 製 


136 よ 物 設定 


・ リザ ー ド マン の スリ ング 


ょ リザ ー ド マン の 提 棒 


^・ リザ ー ド マン の 根 棒 骨 


【 妃 身 横 部 分 厚み あり ます 】 


* 吾 練 用 刃 を 落と し た 鉄 合 
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AI に 
how 甘 さ 痢 補 さ い 


記 


S ウ 
okr 
部 


地下 大 填 墓 入り 


6 で た 
・ ナ ザ リ ッ ク 地下 大 填 大 外周 部 の 小室 朋 内 観 
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* ナ ザ リ ッ ク 地 下 大 墳 墓 外周 部 の 小 霊 麻 内 部 の 石像 


テー ブル と 椅子 の 数 は 人 数 に 合わ せ て くだ さい 。 


誰 
ンー 
WV 


旧 Amm 


・ ナ ザ リ ッ ク 地 下 大 墳 務 外周 部 ログ ハウ ス 


地下 大 墳墓 入り 口 


出入 り ロ 


人 物 大 


《 切 り 返 し 》 
・ ナ ザ リ ッ ク 地 下 大 墳 某 第 9 階層 BAR 


照明 


表 遇 ILHJLLHHHMHH 


/ プ ナナ ひだ で 馬 


・ ナ ザ リ ッ ク 地下 大 堪 第 9 階 層 一 般 ブ イド 専用 食堂 


SL 


《 切 り 返し 》 


イス は 参考 で す 。 
大 き さ は キャ ラ に 
あわ せ て くだ さい 。 


に ある ミラ ー オ プリ モー トピ ュー イ ング は 
_ 配置 場所 共に 
則 指 示 合 わせ で お 願い し ます 


演 


・ ナ ザ リ ッ ク 派 軸 所 内 部 司令 宮守 
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Mg 


佐 


2 


ょ 緑 爪 “ダリ ー ン ・ ク タロー" の 村 全景 


* 緑 爪 “ダリ ー ン ・ ク ロー” の 村 ロロ ロ の 小屋 


・ 朱 の 瞳 " レ ッ ド ・ ア イ ” の 桂 全景 (QWA) 


ょ 意 牙 “ドラ ゴン ・ タ スク ” の 村 全景 
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地面 ( 土 と 草 ) 
ーー ンジ 


や 5 NN: 
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NG NTY 
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ウ ク ク 7 


^ 鋭 き 万 尾 " レ イザ ー・ テ イル ” の 村 族長 会 議場 所 


《 位 置 関係 》 
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・ ス レイ ン 法 国 祭 礼 場 前 座 下 


ー ゼ 全長 


・ 王 都 り ・ エ ステ ィ 


昌 
き 
宣 
中 
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150 


っ か の 


| 
し emep 
壁 と 塔 


※ 高 さ の 参考 で す 。 厚 さや 距離 は 違い ます 。 


ょ 王 都 り ・ エ ステ ィ ー ゼ ロ ・ レ ンチ テ 城 城壁 外観 


* 王 都 り ・ エ ステ ィ ー ゼ ロ ・ レ ン テ 城 玉座 の 間 


《 切 り 返し 》 
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( 侍 の 椅 了 


ドア は 共通 で す 


/ ここ に も 窓 あり ます 


* 王 都 り ・ エ ステ ィ ー ゼ ヴァ ラン シブ プ 宮 典 会 議場 前 廊下 


・ ヴ ァ ラ ン シ ア 宮殿 ラナ ー| 


* 王 都 ・ 廃 術 師 組合 外観 1 


* 王 都 ・ 魔 術 師 組合 内 観 IF ラウ ンジ 


識 


円] 
田 
田 
HH 
中 


NN 夫 、。 


LT 由 


昌 NN 1 


HHHHSSHH 


・ 王 都窪 華 な 冒険 者 の 宿 外観 


吊 ン 
|M 人 二 


前 に ゃ 本 
植え 込み あり ます 。 
ょ セバス の 屋敷 外観 
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選 | Tl 
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* セバス の 屋敷 応接 室 


ょ 王 都 大 通り 路地 理 
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で エト 引出 入り口 外観) 
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和 人物 大 | 人 物 大 
イス の 数 と 位置 
S 一 お 任せ し ます 。 
尻 し 麻 還 === 


* 王 都 尋 館 裏 則 が 通じ る 建物 


UNNmI ロー 


* 王 都 始 館 地下 客 衝 
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隠し 扉 か ら 
降り て くる 階段 


・ 婦 館 地下 広間 


出入 り ロ 
2 


ー ジ 


《 イ ス )》 


柱 時 計 の 位置 


^ 王 都 リ 9・ エ ステ ィ ー ゼ 民家 内 


評 Mt の 了 
イス 八 つ 同じ も の で す 。 
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出入 D ロ 
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・ 八 本 指 の 拠点 外観 門 
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切り 返し 》 
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荷物 の 位置 


切り返し 》 


・ 八 本 指 の 拠点 和 屋 前 府下 
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《 拓 返し 》 
・【 八 本 指 】 : ヒ ん マ の 館 外観 


IT 


ょ 【 八 本 指 】: ヒ ル マ の 館 内 観 
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ょ エエ ・ ラ ン テ ル 最上 の 塔 
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抽 ら 見 る と 補 で 古 


款 務 室 部 分 は 
引 観 か ら 見 る と 惑 で 
内 側が か ら 華 が 和 れ て いる 。 
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上 | 
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| | いま す 
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党 都 アー ウィ ンタ ー ル 


/// 


* 帝都 アー ウィ ンタ ー ル 規 天 の 屋台 
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ee 


* 帝都 アー ウィ ンタ ー ル 皇 城 エン トラ ンス 


遠く に 見 えて いる 建物 や 塔 は 、 
全景 や 他 設 定 の 中 の どれ と いう 指定 は あり ませ ん 。 
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* 帝都 アー ウィ ンタ ー ル 帝国 麻 法 省 最 奥 の 塔 内 部 


人 物 大 


入り ロ 》 
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・ 常 都 ア ー ウ ィ ン タ ー ル 帝国 魔法 省 最 奥 の 塔 最 下層 の 肩 内 部 


わら 東 の 人 形 


(正門 内 》 


村内 


* カ ルネ 村 正門 の 壁 付 近 


委 畑 


(裏門 内 》 


+ カ ルネ 村 裏門 の 壁 付近 


・ カ ルネ 村 エン リ の 家 外観 
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・ カ ルネ 村 エン リ の 家 培 室 


墓地 の ある 岳 方 向 


ON 
AA 
SS 


ょ カル ネ 村 ン フ ィ ー レ ア の 家 


nm 1 175 


員 間 | 
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・ カ ッ ツテ 平野 帝国 軍 駐 市 地 
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原 
作 


珍事 庫 YY 


種々 様々 な キャ ラク ター に スポ ッ ト を 当て 
群像 劇 の 様相 を 星 し た 2 期 ・3 期 


ーー 2015 年 の 初 ア ニ メ 化 か ら 約 3 年 が 経過 し て 続編 の 『IL』 と 


『 皿 』 が 放映 さき れ まし た 。 2 期 、3 期 が 始動 し た 当時 の お 話 か ら 、 


改め て お 聞か せい た だ きた いと 思い ます 。2 期 と 3 期 は 2018 年 の 
冬 タ ー ル 、 自 クー ル と ほ ば 連続 で の オン エナ となり ま し た ね 。 
[伊藤 ] そう で すね 。 2 期 を や ろう と いう こと に な り 、 はじ め は 「1 


タール 12 本 で 」 と いう 


だ っ た ん で す が 、 そ れ で は イヤ だ と な り ま 
し て ( 笑 )。1 期 が 、 丸 山 先生 の 原作 1 巻 (『 不 死者 の 王 』) 一 3 巻 
("鮮血 の 江 と 女 』) まで を 古 材 に 描い て き て 、 も し 2 期 1 タ ー ル と い 
うこ と に な る と 4 疹 ("新雪 人 の 欧 者 た ち 』) と う 一 6 巻 ("王国 の 流 た ち 


トド 』) と いう 区 切 0 が 順当 な ん で す が ……。 


[丸山] そこ に は 、 僕 の いろ いろ な 思い が こも っ て いま すか ら ね 。 
【 併 藤 〕] その いろ いろ な 思い を ぶ わ っ と 國 み か ける だ け で は 、1 


ター ル ア ニ メッ と し て 、 お 話 が 中 閣 半端 に な っ て し まい そう で し た 。 


な の で 「 原 作 の 9 巻 ( 破 の 府 法 誌 唱 者 ) あたり まで は 、 ぜ ひ や ら せ 
て も らい た い 」 と いう 話 を 、 僕 の ほう か らき させ て いた だ いた ん で す 。 
[菅原 ] た し か に 9 巻 まで や る 、 と いう の は 必須 で す よ ね 。 物語 の 
一 区 切り と し て も 、9 巻 まで は 描か な けれ ば と いう の は 、 当 然 か な 
と 思い ます 


ーー そこ で 分 割 2 ク ター ル と いう 形 で 、『 IT』 と 『 皿 の 合計 26 話 


驚 則 源 忠 


で 9 巻 まで の お 話 を 描き きろ うと いう こと に な っ た の で すね 。 


〔 管 原 〕 私 は 、 む し ろ 9 巻 まで も 1 ター ル で 書き きっ て は ほし いと 
われ る 可能 性 も 考え て は いま し た 。 

[丸山 ] あぁ 、 た し か に 。 

[菅原 ] その 場合 は リザ ー ド マン 編 を 飛ば し て ほし いと いう オー 
ダー に な る だ ろう な と 。 で も 一 方 で 、 プ ロ デ ュ ー サ ー 陣 は 絶対 に そ 
うい うこ と は 言わ な いと 思っ て いた の で 、 そ こま で 心配 は し て いま 
せん で し た 。 

〔 伊 藤 ] それ も あり ます し 、「 ト カゲ は や ら な きゃ ダメ 」 と いう 話 は 
事前 に し て いま し た か ら 。 

[丸山 そう そう 、 や ら な 《 ち ゃ ダメ で す よ ! お か げ さ まで 、1 期 、2 
小説 の ほう も 順調 に 部 数 が 伸び 
て いる そう で す 。 僕 と し て も 3 期 ま で アニ メ を や っ て いた だ き 満 足 
し て いま す 。 


1 期 か ら 、『 オ ー バ パー ロー ド 』 シ リー ズ フ ァ ン は も ちろ ん 、 ア ニ 


期 、3 期 と アニ メシ リー ズ と 共に 


プ で 初め て 『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 に 触れ た 方 々 に も 大 好評 の ヒッ ト 作 
と な り ま し た 。 続編 の 再開 は まさ に 待望 で し た が 、2 期 の 始動 は い 
つ 頃 か ら お 話 が あっ た の で し ょ うか , 

〔 全 藤 〕 1 期 が 2015 年 の 7 月 9 月 の 放映 で し た の で 、 そ れ が 終 
わっ た 後 で すね 。 2015 年 末 だ っ た と 思い ます 

[丸山 ] も う 2 年 や らい 前 で すね 

〔 侵 藤 ] た だ 当時 、 僕 は 次 の 仕事 が 始ま っ て し まっ て いた の で 、 


ド 2 


スタ ッ フ 放 計 人 


ょ ナ ザ リ ッ ク 以 外 の 場所 で 様々 な 物 | 開 さ れ て いっ た 2 期 と 3 期 


な か で も リザ ー ド マン 編 は 必須 


そちら が ひと 段落 する まで 動け な か っ た ん で す 。 き っ ちり 0 と スケ 
ジュ ー ル 切ら れ て し まっ て いた の で 、 そ の ぶん 、『 オ ー バ パー ロード 
HL』 へ の 取り か か り が 遅れ て し まっ た ん で す . 


[菅原 ] そもそも 、1 期 の ! 


は 2 期 、3 期 の 話 は あり ませ ん で 


し た 。 よく 、1 期 の 最終 話 に 2 期 の 


ト 線 が 張ら れ て いる と 言わ れる 
の で す が 、 そ うい うこ と で は な か っ た ん で す . 

〔 侵 藤 ] た だ 、2 期 が 決ま っ て いた わけ で は な (と も 、 あ る 体 で 最 
終 話 を 作っ て お いた ほう が 面 哲 い か な 、 と 思っ た こと も た し か で す . 
[菅原] そう で すね 。 少な (と も 、 ア ニ メ が 終わ っ た と し て も その 次 


の 話 は あり ます し 、 原 作 の 4 巻 以降 も ぜひ ぜひ 読ん で いた だ きた 


い 、 味 で の 終わ り 方 を し た つも 5 で す . 


〔 伊 藤 ] 続き だ が ある と し た ら 、 こ うい う 情 報 は 必要 だ よね と いう 要 


素 は 、 ち ょ こち ょ こ 入 れき せ て も らい まし た 。 それ 以外 は 1 期 の 総 集 


編 と な る 劇場 版 (「『 オ ー バ パー ロー ド 深 時 の 共 雄 』) で 回 収 で きれ ば と 


劇場 版 に は そう いう 腹 づ も で 臨み まし た 


【 志 山 ] 僕 は た し か 、 タ クシ ー の 中 で 次 島 


ゲロ デ ェ ー 
サー に 2 期 、3 期 を 作る よ と 聞か され て 。 「 ま た また 一 」 と 笑っ て い 
た ん で す よ 、? 


な の か な と ( 笑 )。 そう いう 「 本 気 で や る の ?」 と 


いう 驚き は あり まし た けど 、 僕 と し て は 1 期 と 同 


感じ で や っ て いた 


だ けれ ば いい な と 、 


『L』『 四 。 の 制作 を 受け 止め て いま し た . 


先ほど の お 語 


も あり まし た が 、 原 イ 


9 巻 ま で は リザ ー 


ド マ ン 編 の よう に 、 ナ ザ リ ッ ク 内 の 物語 で は な い エ ピ ソ ー ド も 多数 


^ 痛々 し い 姿 で 初 登場 アレ だ っ た が 、 
も と の 可憐 な 次 を 取り 戻し 、 視 聴 者 を ホッ と させ た 。 


実際 に 『LI』『 皿 」 の 内 容 を どう 構成 し て いく か は 、 ど の よう に 決 
め て いか れ た の で し ょ うか 

〔 佐 藤 〕 基本 的 に は 管 原 きん が シリ ー ズ 構成 と し て 、1 期 か ら の ま 
と まり を し っ か 0 と 気 に し て 、 こ うい う 話 を 入れ まし ょ うと いう ご 提案 
を し て 《 だ さっ て いま し た 。 原作 の ほう で は 時 系 列 を シャ ッ フ ル し 
て 書か れ て いる 話 も けっ こう あり ます の で 、 そ の 上 で これ 以上 入ら 
な い 、 こ れ は 入る と いう も の を 原作 か ら 丁 寧 に 拾っ て 脚本 を 構成 


し て 《 だ さっ て いま す .。 


[菅原 ] 時 系 列 の シャ ッ フ ル に つい て は 、 特 に 3 期 が 顕 敬 だ っ た 
と 思い ます 
〔 侵 藤 〕 2 期 の セパ バス と ツテ レ の エピ ソー ド な ども 、 か な り シ ャ ッ フ 


ル き れ て いま し た の で 、 そ の あたり は 可能 な 限り 、 時 系 列 に 従っ た 


問 理 を し て お いた は ほう が 、 ア ニッ と し て 観 や す 《 な る の で は な いか 
と いう 話 は させ て いた だ きま し た 


[丸山 ] 僕 は 、 わ か り に 《 い は ほう が 好き な ん で すけ ど ね ! ( 笑 ) 


〔 佐 藤 ] そこ は 申し 訳 な か っ た の で す が ( 笑 )、 菅 原 さ ん 【 
順に 構成 組ん で いた だ いた 結果 と し て 、 エピ ソー ド の 内 容 自 体 
は 、 ア ニ メ で は わか りや す ( な り ま し た よね . 

[菅原 ] あり が と う ご ざ いま す 。 少し 脚本 上 の 補足 あい た し ます と 、 


32 期 は 時 系 列 順 に 並べ て は いま す が 、 各 エビ ソー ド を 細か 区 


切っ て 各 話 で それ ぞ れ の 活躍 を 見 せ て い ( こ と を より 識 し ま 


し た 。 同時 に 、 靖 場 人 物 の ドラ マ を 効率 的 に 動か す た め 、 
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^ 普段 は 完璧 な 美 少 女 な の だ が クラ イム が か らむ と …… s 


オリ ジ ナ ル の シー ン を 各所 に 盛り 込ん を で いま す 。 
〔 併 藤 ] そう で すね 。 

[菅原 ] シナ リオ の 打ち 合わ せ も 、 丸 山 先生 に 
まし た の で 。 随時 意見 を も ら え た の は 非常 
丸山] 時 間 が 許す 限り 、 打 ち 合 わせ に も 参加 させ て も らい まし 


たから ね 。 


参加 いた だ いて い 


あり が た か っ た で す 。 


[菅原 ] こち ら が 気づい て いな か っ た 伏線 や 設定 を フォ ロー し て 
《 だ さい まし た 。 と ころ で 今 、 原 作 は 13 巻 ま で 出 て いま す が 、13 参 
まで で 回 収 さ れ て いな い 伏線 も た 《 さ ん あり まし て 。 伏線 の まま で 
終わ る も の も あり ます よね 9? 


[丸山 ] 当たり 前 じゃ な いで すか ( 笑 )。 そ っ ちの ほう が 楽 敵 で す よ 。 


[ 管 原 〕 私 も そう 思い ます ( 笑 )。 それ が 『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 な ん で 
す よ ね 。 私 の 個人 的 な 印象 で す が 、 こ こ 最 近 は わか りや すい 作品 
が 好ま れる 風潮 は ある と 思い ます 。 で も 『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 は その 


真 逆 で 、 伏 線 に 気づけ る か どう か すら 読み 手 に 委ね られ て いま す 。 


で も 、 そ こ が い いん で す 。 すべ て が わか ら な 《 て も いい ん で す 。 深 
(考察 し て も よし 、 キ ャ ラク ター を 楽し ん で も よし 、 い ろ ん な 楽し み 
と 思い ます 。 まあ 、 私 が わか っ て いな い の は 話 


され ませ ん け と ( 笑 )。 

ーー 原作 の 楽し み 方 は 様々 ある と 思い ます が 、 映 像 化 の 脚本 を 
書く に あたり 、 気 を つけ た 点 は あり ます か ? 

[ 管 原 ] まだ 原作 を 読ん で いな い 方 も 楽しめる よう に 
作 フ ァ ン の 方 に は 嘘 を つか な い 映 像 を 見 せら れる よう 意識 し まし 


時 に 原 


た 。 肉体 的 に 言う と 、 原 作 よ りや や コミ カル な 要素 を 強め て いま す 。 


そし て 、 シ ナリ オ 打 ち 合 わせ の 段階 で 、 セ リフ に な ら な い 部 分 一 一 


アイ テム や キャ ラ の 動き な と が 原作 に 沿う よう 、 細 か (確認 を し て 


いま す 。 ま た 、 小説 で 意識 的 に 描か れ て いな いこ と も アニ ッ メ で は 
映像 に な っ て し まう の で 、『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 ら し い “ わ か り に ( さ ” 
に な る よう 調整 し て いま す 。 

ーー 原作 を ひと と お り 読 ん で いる 方 が 、 喘 像 を 観 て より 貴 咽 で きる 
と ころ も ある で し ょ う ね 。 

〔 菅 原 〕 た だ 、 基 本 的 に 伊藤 きん は “わか りや すさ る” を よし と し て 
ます 。 小説 と は 遊 っ て アニ メ は ペー ジ を 戻っ て 読む よう な こと は で 
き な い の で 、 伊 藤 さ ん の 求め る こと は 当然 で すし 、 普 段 は 私 も 同じ 
考え で す 。 で も 、 こ の 作品 に 関し て は 、 わ か りや すす ぎる と 「 オ バ 
ロ じ ゃ な いよ ね 」 と な る ん で す ( 笑 )。 

〔 初 藤 〕 僕 の スタ ンス と し て は 、“ わ か ら な 《 て も いい 、 と いう こと 


が 、 わ か る 感じ "を 目指 す と いう か ( 笑 )。 

〔 菅 原 ] 映像 で その 雰囲気 出す の は すご 《 難 し いこ と な ん で す 。 
た だ 、 原 作 の 伏線 の 答え が アニ メ で わか っ て し まっ て は つま ら な 
い 。 そ うい う ネ タバ レ は 絶対 に し た 《 く な か っ た の で 、 伏 線 の まま 喘 
像 に な る よう に し て いき まし た 。 実は あえ て わか り づ らい セリ フ に し 
た と ころ も あり ます 。 

〔 併 藤 ] アニ メ が 原作 の 恋 解 き に な っ て し まっ て は 困り ます か ら ね 。 
〔 管 原 ] そう な ん で す 。 

〔 倍 藤 〕 原作 が 読 と し て 伏せ て いる 部 分 に 関し て は アニ メ で も 伏 
せ て いる ん で す が 、 絵 に な る と 、 ど うし て も ちょ っ と 原作 より わか り 


や す (《 な っ て し まう ん で す 。 そこ は 、 丸 山 先生 に は 申し 訳 な い 部 分 


丸山 ] まあ 、 そ こ は 仕 方 が な いで す よ 。 文章 で は 隠せ て も 、 映像 
で は こま か し が きか な いと ころ も あり ます か ら . 
〔 管 原 ] 部 屋 の 状況 も 選ん で 描写 で きる の が 小説 の 醍醐 味 だ と 


彰 


スタ ッ プ 放 計 会 


< 何かと 物議 を 醸し た ジル クニ フ の 後ろ 姿 。 


すれ ば 、1 枚 の 絵 と し て 見 せら れる の が アニ メア の 強み で す 。 な の 
で 、 そ の あたり で 『 オ ー バ パー ロー ド 』 ら し さと も いえ る 、 独 特 な 情報 
量 の 浪 き と わか り に (さき を 成立 させ て いこ うと 思い まし た 。 アニ メ で 
『 オ ー バ パー ロー ド 』 に 興味 を 持っ て (だ さっ だ 方 は 、 ぜ ひ 原 作 を 手 
に と っ て いた だ きた い 。 さら に 深 《、 本 当 に 濃い 世界 が 待っ て いま 
す の で ( 秋 )。 

〔 伊 藤 〕 喘 像 を 作る 側 と し て は 、 僕 も そう で し た 。『 オ ー バ ー ロ ー 
ド 』 は いく ら 喘 像 化し て も 、 情報 基 に は と て も 追い つか な い 
の で 、 ア テニ メ を 観 て 面 折 いと 思っ た 方 が 、「 原 作 を 読ん だ ら も っ と 
面 哲 か っ た 」 と 言え る 映像 に し た か っ た 。 映像 を 作る 専門 の 人 間 
と し て は 、 微妙 な と ころ な ん で す が ( 笑 )、 こ の 作品 に 関し て は それ 
が アリ だ と いう スタ ンス で し た ね 。 

[菅原 ] その 一 方 で 、 劇 中 の 音楽 や 音 、 役 者 さき ん の 声 な ど に よっ 
て 、 小 説 に は 書か れ て いな い 各 キャ ラ の 感情 の 繊細 な 部 分 は 、 よ 
り 深き が 出 て いた 9 も する ん で す よ ね 。 声 侯 の 皆さん が 、 本 
ろ い ろ な お 芝居 を 入れ て 《 だ さい まし た 。 特に アイ ンズ た ち レ ギュ 


ラー 陣 の 会 話 の テン ポ の 良き は 、 ア ニッ より 前 に 出 て いる ドラ マ 
CD で 培 わ れ た も の も ある と 思い ます 。 
〔 全 藤 〕 そう で すね 。 


柚 怖 分 の 登場 シー ン は 
も っ と ハッ キリ 見 せ て 欲し か っ た ? 


ーー ナ ザ リ ッ ク を 畠 台 に 展開 し て いた 1 期 か ら 、2 期 、3 期 で は そ 
の 外 へ と 世界 が 広がっ て 、 新 た な キャ ラク ター も 多数 登場 し 、 お 話 


ファ ンタ ジー 世界 の コス チュ ー ム に つき も の の 苦労 で ある 。 


も 群像 劇 的 な 広 が 0 を 見 せ て いき まし た ね 。 印象 に 残っ た キャ ラク 
ター や シー ン 、 ア ニ メ に な っ て より 和 力 を 感じ られ た と ころ に つい 
て 、 お 話 を 聞かせ て いた だ け ま すか ? 

【 倍 藤 ] 今 思い 出し た キャ ラク ター と し て は 、 ラ ナー は 表情 が 面 
白 ( 作 れ た な と …… どの キャ ラク ター と は 特定 で き な い (らい 、 カ ッ 
+ ご と に 、 描 いて いて 
て (る こと は あり ます ね 。 

[丸山 〕 2 期 は リザ ー ド マン も 、 頑 張っ て くれ まし た し ね 。 

〔 佐 藤 〕 作画 スタ ッ フ が 頑張 っ て て れ ま し た 。 ザ リ ュ ー ス と シャ ー 
スー リュ ー の 表 展 の 倍 い と か 、 部 族 ご と の 描き 分 け で ある と か 。 
丸山 ] 伝説 に な り ま し た か ね 1? 今後 は リザ ー ド マン が 登場 する 
アニ メ は 「『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 を 参考 に し よう と いう 感じ に な っ て い 


「 あ ぁ 、 こ うい う ヤ ツ だ っ た ん だ な 」 と わか っ 


まし た よね 。 

〔 伊 藤 〕 そう で すね 、 な っ て いて ( れ た ら 嬉 し いで す よ ね 。3 期 も 
ゴブ リン が いっ ぱい いま し た だ し ( 笑 )。 正直 、 ど の キャ ラク ター も ど 
の シー ン も 、 サ クッ と 出来 上 が る こと は まず な いん で す 。 大 変 か ど 
うか で いえ ば 、 と (に 『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 は 本 当 に すべ て が 大 姿 で 
し た 。 た だ 、 そ の 大 変 き を 楽し め ゆる か どう か な ん で す よ ね 。 僕 る 監 
普 と は いい つつ 、 元 は 絵描き で すか ら 、 基 本 的 に は 何 を 描い て て 
も る 面 哲 いん で す 。 細か いこ と で いえ ば 、 スタ ッ フ ァ ン (・ ヘ ー ウ イッ 
シェ) の 頑 肉 な ども 、 す ご (面白 く (足し て いき まし た し 。 ソ リュ シャ ン 
の 大 き な 胸元 も そう で すか ね ( 笑 )。 

[丸山 ] そこ に すべ て が こも っ て る ( 笑 )。 ち な み に 、 贅 肉 の 参考 
資料 は 何 な ん で すか ? 

【 全 藤 ] 筋肉 や 費 肉 関係 の 美術 書 を 見 つけ て 、 そ れ を 参考 に 措 
きま し た ね 。 中 年 男性 の お 腹 の 内 の 参考 に 。 


アーッ キ ー ド ー ロ ー ド TI 証人 
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姿 も 動き も 激しかっ た 。 


[丸山 ] そん な の が ある ん で すか 。 

【 併 藤 ] ある ん で す よ 。 解剖 の 本 な ども そう で すね 。 昔 の 医学 書 を 
美術 書 と し て 出し て いる も の な ど が 。 

[丸山 〕 引 肉 を そん な に た (さん 描 ( タ イミ ンダ な ん て な いで すか 
ら ね 。 と (に 中 年 の 暫 肉 は 。 それ も 伝説 に な り ま し た か ね ! 

【 倍 藤 〕] いや 本 
変 だ っ た と いう 意味 で は 、 ジ ルク タニ フ な と 装備 品 の パーツ や 装飾 
の 多い キャ ラク ター で すか ね 。 

[丸山 ] そう で す よ ね 。 小説 で は 絵 と し て 実際 に 動く な ん て 思わ 
ず に 書い て いま すか ら ( 笑 )。 so-bin き ん の イラ スト も 、 後 ろ 姿 は 見 
せ て いな か っ た り し ます し ね 。 

〔 伊 藤 〕] そう な ん で す 。 キャ ラク ター 原案 は so-bin き ん か らい た だ 
ける ん で す が 、 基 本 的 に は イラ スト で いた だ (の で 、 前 は ある けど 
後ろ 次 は な い 絵 が わり と 多く 。 so-bin さん 自身 も 、 ア ニ メ 用 の キャ ラ 
タク ター 設定 表 が で き て か ら 、「 あ 、 横 や 後ろ は に うな っ て いる ん だ 」 


に 。 面白 か っ た で す 、 と て も 。 作画 スタ ッ フ が 大 


と 区 積 まさ れ て いた よう で すね 。3 期 の エン ディ ング イラ スト な ど は 、 


この キャ ラク ター 設定 表 が 上 が っ て か ら 描か れ た ん じゃ な いで 
し ょ うか 。 作画 の スタ ッ フ に は so-bin き ん か らい た だ いた イラ スト 


原案 を あま り 省 略し な い 感じ で 、 と 僕 が 言っ ちゃ っ た も る の で すか ら 、 


な お さら 普 労 あか け ま し た 。 
丸山 ] 大 変 だ つっ た ん で すね 。 た し か に 、 で きる 限り so-bin き ん の 
イラ スト に キャ ラク ター デザ イン を 合わ せ て 《 れ て いた の で 、 僕 も 


「 ア ニッ メ だ と こう な っ た ん だ 」 と いう 驚き は 、 そ ん な に な か っ た で すね 。 


【 侵 藤 〕 恐怖 会 は 、 ア ニ メ の は ほうが 詳し く 描か な い 感 じ に し て も 
らち っ て ます か ね 。 
[丸山] ああ 、 麗 怖 公 に 関し て は 、 僕 は ちょ っ と 不満 で し た ね 。 恐 


< 不気味 な が ら 、 ど こ か ユー モア も 感じ る ニュ ー ロ ニス ト 。 


怖 会 の シー ン は 、 いっ そ 観る 人 の トラ ウマ に な る 《 ら い 、 も っ と クッ 
キリ ハッ キリ や っ て 欲し か っ た ! 伝説 に な る らい ( 笑 )。 

〔 貧 藤 ] この 本 で キャ ラク ター デザ イン は 公開 し ます が 、 喘 像 と し 
和 結 SR 申し 訳 あり ませ ん 、 僕 の ほう で は シル エッ ト 処 理 を し て 、 
外側 し か 見 えな いよ うに し まし た 。 

[丸山 ]『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 ファン の 何 青 人 か は 、 期 待 し て いた と 
思い ます けど ( 笑 )。“「 オ ー バ パー ロー ド 皿 」 ファ ン イ ベン トー ハロ 
ウィ ン の 集い ー" (2018 年 10 月 27 昌 開館 ) で 、 後 処理 な し の 恐怖 公 
を 楽し ん で も ら っ て も 良かっ た で すか ね ? ( 笑 ) 

〔 全 藤 ] 恐怖 公 と 同じ 話 数 に 出 て # き て いた ニュ ー ロ ニス ト は 、 実 
際 に フィ ルム に な る まで 、 と の よう な 完成 形 に な る の か イメ ー ジ が 
つか みき れ て いな か っ た ん で す 。 基本 的 に ずっ と 動い て いる キャ 
ラク ター な の で 、 止 め 絵 と は 信 っ た 印象 に な る 気 が し て いて 。 扱 
影 の と き に 、 質 感 の ナク スチ ャ ー の よう な 効果 を 入れ て 、 完 成 度 を 
高め て いき まし た 。 

丸山] ああ 、 あ の テラ テラ 感 で すか ?. 

〔 併 藤 ]〕 は い 。 実際 に フィ ルム を 見 た と き に は 、「 気 持ち 悪 っ !」 と 
思い まし た ( 笑 )。 最初 は 、 自 っ ぽい ツヤ ツヤ の モヤ が つい て た 
ん で すけ ど 、「 黒 っ ぽい ほう が 気持 ち 悪 (な い ?」 と 言い な が ら 、 調 
整 し て も らい まし た 。 

〔 管 康 ] ニュ ー ロ ニス ト の 出番 も 尺 と し て は 短かっ た で すけ と ど 、 六 
惨 な オン バク ト は あり まし た ね 。 

【 合 藤 〕 恐怖 公 も ニュ ー ロ ニス ト の 後 な ら 、 も うぅ 少し キッ チリ 見 せ 
て か っ た か も し れ な いで す が ( 普 笑 )。 

丸山 ] 残念 で す 、 伝 説 に し た か っ だ 1!( 笑 ) 


スタ ッ プ 旅人 


声 も いい で す ! 


テイ ンズ の モノ ロー グ が 
鈴木 で ある こと の 重要 性 


ーー『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 は キャ スト 陣 の 演技 力 の 高き も 評判 で し 
た 。 2 期 、3 期 の アフ レコ 現場 は どの よう な 様子 で し た か ? 

[伊藤 ] 2 期 、3 期 は 主人 公 が いな い 話 数 が けっ こう 多かっ た で 
す 。 いて も る テイ ンズ 様 が は と ん ど 喋 ちら な い 話 数 も あり まし た し 、 そ こ 
が 1 期 と は 大 き ( 人 違い まし た 。 登 場 人 物 も 多 (、2 一 3 話す る と キャ ス 
ト が 総 と っ か え に 近 いよ うな こと も 多かっ た で すね 。 

〔 菅 原 〕 だ いた い 、 み ん な 死ん で し まう ん で す よ ね 。 レギ ュ ラ ー 陣 
は も うす っ か り キ ャ ラク ター を 把握 し て いら っ し ゃ いま し た が 。 


〔 伊 藤 ] そう で すね 、 キ ャ ラク ター と の 付き 合い も 長い で すし ね 。 


レギ ュ ラ ー 陣 は 本 当 に 安定 感 が あり まし た 。 役 者 さん た ち も 、 逐 居 
の 方 向 性 で 迷う こと も な か っ た よう に 見 えま し た ね 。 リテイク も 童 純 
な ミス を 録 り 直す 感じ で 、 役 作り に 関し て の リテイク と いう の は な 
か っ た で す 。 あと は 、 ベ テラ ン の すご い 声 優 さ ん が ゲス ト で 来 て ( 
だ さり 、 も の すご (いい お 芝居 を 残し て サッ と 去っ て 行か れる こと が 
多かっ た 。 た だ 、 原 作 は 巻数 も 多い の で 、 な か な か 原作 を 誠 み 込 
ん で いら っ し ゃ る 役者 さき ん と いう の は 、 レ ギュ ラー 陣 に も 少な 《 て 。 
丸山 〕 1 巻 の ペー ジ 数 も と ん と ん 増 えて いま すか ら ね 。 


【 併 藤 〕] レギ ュ ラ ー 陣 で は 、 デ ミウ ル ゴ ス 役 の 加藤 ( 将 之 ) さん が 、 


原作 を 読み 込ん で 《( れ て いる の で 、 何 か あ る と 、 役 者 さん が 演技 
する アフ レコ プー ス の 中 で 、 加 藤 き ん が ちゃ ん と 説明 し て 《 だ さっ 
て いた よう で す 。 


丸山] そう な ん で すね 。 マイ ク か ら 外 れ た ブー ス の 中 の 声 は 、 


僕ら が いる 調整 室 ま で は 聞こ えて こない の で 、 立 ち 会 い を し て い 


< ば っ と し な い 容 姿 か ら は 想像 し に くい 池 え を 見 せる ザ ナ ッ ク 王 子 。 


て も わか ら な か っ た な 。 


〔 伊 藤 ] そう な ん で す よ 。 で も 、 そう や っ て キャ ラク ター に つい て 、 


役者 さん 同士 
キャ ラ が 、 知 ら な い 間 に 出 て き て 、 知 ら な い 間 に や られ ちゃ う よ う な 


理解 を 深め て いた だ け て 良かっ た で す 。 自 分 の 


感覚 に な られ て は 、 申 し 訳 な いで すか ら 。 

〔 管 原 ] で も 、 セ リフ の ある サ プ キ ャ ラ た ち は 、 セ リフ その も の が 
立っ て いる の で 、 皆 さん 役 を 掴ま れ て いた だ け て いた と 感じ まし 
た 。 さらに 皆さん いい 声 な の で 、 あ の ザ ナ ッ ク (CV: >) す 
ら も いい 声 で ( 笑 )。 

[丸山 ] そう 。 ザ ナ ッ ク 、 い い 声 で し た ね 。 

【 伊 藤 ] いい 声 で 良かっ た ん で す よ ね ?. 

[ 刀 山 ] も ちろ ん で す よ ( 笑 )。 


〔 傍 藤 〕 純 士 な 役者 きん に ゲス な 芝居 を させ て し まう と いう の も 、 


『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 の 非道 な と ころ で し た ( 笑 )。 

[ 管 原 ] 本 当 に 皆さん 、 お 芝居 が お 上 手 な 方 ば か り で 、 素 晴らし 
か っ た で す 。 

〔 倍 藤 ] な か で も 、 や は 9) テイ ンズ 役 の 日 野 ( 也 ) きん で すね 。1 
期 か ら そ を う で し た が 、2 期 以降 も 日 野 さ ん が いて て れ て 安心 、 任 せ 


安心 と いう 気持 ち は 、 僕 ら の 中 で も 大 きか っ た で す 。 た だ 、1 期 
に 比べ る と 2 期 、3 期 は 日 野 さん の 出番 自体 は と て も 少な か っ た ん 
で す 。 予告 だ け と か 、 最 後 の ひ と 言 だ け と か 。 それ で も 後 回 、 座 長 
と し て 皆さん の 真ん中 に いて 《 だ さっ た の で 、 僕 ら も 本 当 に 助かり 
まし た 。 

[菅原 ] そう いえ ば 、2 期 か ら テ イン ズ の モノ ロー ダグ は 原則 鈴木 だ 
け に 変え まし た ね 。 
〔 太 藤 〕 そう で し た ね 。 
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し な いこ と が 起こ っ て も 、 
する アイ ンズ 様 は 理想 の 上 司 ! 


[菅原 ] アニ メ 1 期 で 描い た 原作 1 巻 一 3 巻 と 比べ 、 原 作 4 巻 以 


降 は 、 ど ん どん シビ ピア に な っ て いき ます 。 その 原作 の 流れ ! 


治 う の で あれ ば 、 鈴 木 の 要 素 は どん どん 少な て な る ん で す 。 し か し 、 


日 野 さ ん 演じ ぁ る アイ ンズ と 鈴木 の ギャ ッ プ 。 そし て 鈴木 の ぼや き や 


ツッコ ミ は 、 皆さん が 見 た いも る の だ と 思い まし た 。 そう いう エン タメ 


分 も 考え 、 モ ノロ ー グ を 鈴木 の み と し まし た 


プイ ンズ は 
優秀 な 上 司 と し て の アイ ンズ と は 


こう し て 改め て お 話 を 伺う と 、 や は 9 アイ ンズ と いう 主人 公 は 
独創 的 な キャ ラク ター で すね 。 テ イン ズ が どん どん 冷酷 、 非 道 に 
な っ て い 《〈 様 に も ドキ ドキ させ られ まし た 
[ 併 藤 〕] アニ メ を 作っ て る 側 と し て は 、 ア テイ ンズ が 非道 だ と 思え な 
いと ころ も ある ん で す 。 彼 の 論理 で 動い て る こと を 、“ 非 道 "の 一 
言 で 片付け て いい の か ? と いう 気持 ち は ず っ と あり ます ね . 

[ 管 原 〕 ダー タク ヒ ー ロ ー で は な いで すね 、 け っ し て 
上 伊藤 〕 自分 の 信念 に 基づい て や っ て る こと が 、 人 の 為 に は な ら 


な い だ け で す よ ね 。 それ は ある 意 


な こと だ と 思う の で 、 ア 


イン ズ ニ = 非道 と いう 印象 は 僕 に は な いで す 。 と は いえ 3 期 は 後半 、 


本 当 に 状況 が シ ビア に な る の が わか っ て いた の で 、 


的 に 冒 
頭 の 話 数 を は ば ぼ ギャ グ の よう な 作り に し まし た 

[丸山] カル ネ 村 の 案件 を 先 に 持っ て きた り で す と か 、 い ろ い ろ と 
〔 伊 藤 〕 時 系 列 と し て は 、 いろいろ と ウソ は つい て いま すね 


[ 管 原 ] で す が 、 原 作 と は 作っ て も 、 つじ つま は 合う よう に 作 0 ま し 


た 。 そし て 先ほど の アイ ンズ を 非道 と 呼ぶ か 杏 か の 話 に 戻さ せ て 
いた だ (と ……7 万 人 を 殺し て お いて 、 非 道 じ ゃ な いと は 言い に 
《 い の で す が 、 ア イン ズ は 草 純 に 、 自 分 に と っ て 大 事 な も の が は っ 
きり し て いる と 考え る と 、 わ か りや すい ん じゃ な いで し ょ うか 

〔 刀 山 ] そう 、 命 の 価値 が 違う ん で す よ 。 

[菅原 ] マー レ が つま 先 ぶ つけ て 痛い と 思う ほう が 、 心 が 痛み ま 
すか ら ね 。 そう いう リア テル を 思い きり 5 表 に 出し て いる の で 、 原 作 を 
読む 方 が 筆 え 上 が っ て し まう こと は 、 ある の か も し れ ま せん 。 
[丸山 ] まあ 、 そ の 感情 を 理解 し て て だ さる 方 が つい て き て いた だ 
けれ ば と 
〔 袖 藤 ] 
話 で は な 

[丸山 ] まあ 、 そ う で すね 

[ 管 原 ] そう いう 意味 で も 、2 期 制作 時 点 


作り 方 は で き な いと 思っ て まし た 。 1 巻 一 3 巻 は アイ ンズ の 心情 が 


証し て いる 倫理 観 が 正しい か 正しく て な いか と いう 


で 1 期 の シナ リオ と 同じ 


中心 進み 、 見 る 人 も アイ ンズ に 共感 し て も ら を えれ ば いけ た 


の で す が 、 そ も る そ も 4 巻 以降 は アテイン ズ の 変化 も あり ます が ・…… 
当 人 が あま り 出 て こない で すし ね ( 笑 ) 
〔 伊 藤 〕 完 右 に 群像 劇 の よう に な っ て い ( の で 、 主 人 公 は アイ ン 


ズ に 限り ませ ん か ら ね 。 た だ 、 


『 局 その 別 の 主人 公 た ちがい ろ い 
ろ な こと を 考え た り 、 行 動 し た りす る こと を 、 ア イン ズ 拉 が 叩き 潰し 
て い ( 構 造 で ある こと は 明確 で し た 。 そう いう 意味 で は 、 ア インズ 


は 悪 の 帝王 か もし れ な いし 、 ラ ス ボ ス か も し れ な い 。 し か し 『 オ ー 


バー ロー ド 』 と いう 自体 が 、 ア イン ズ を 中 心 に 回 っ て いる と い 


う ニ ュ ア ンス は 変わ ら な い の で OK か な と 考え た ん で す 。 一応 、 ナ 


ン バ パリ ング 的 に は 『I』『 皿 。 と アテ ニッ メ は 分 か れ て いる の で 、 話 の 


誠 を 的 う ラ ン ポ ッ サ 上 世 。 
穏やか で 優し い 君 主 は 、 波 乱 の 時 代 を 治め る こと が で きる の か 。 


チイ スト が 違っ つて も いい か な と は 思い まし た 。 

〔 泡 原 ] と いう か …… ア イン ズ が 中 心 に な っ て 振り 回 され て る 話 
で す よ ね 。 3 期 も そう で す が 、 特 に 2 期 は 。 

〔 侵 藤 〕 そこ で も 対応 力 が ちゃ ん と ある と ころ が 、 ア プイ ンズ の すご 
さ で し ょ うか 。 首 課 者 が 発覚 し て も 「 え 一 っ ?」 と は 言い ます が 、 耕 
定 は し な い 。 

〔 刀 山 〕 流 き れ て る だ け じ ゃ な い ? ( 笑 ) 

〔 伊 藤 ] そう か も し れ な いで す が ( 笑 )、「 だ っ だ たら こう いう 風 に し 
な きゃ いけ な い 」 と 、 次 の 手 を 考え る と ころ が 信 い で す よ 、 ア イン 
ズ は 。 


[菅原 ] 良き 上 司 で あり た いん で し ょ う ね 。 サラ リー マン 的 思考 が 、 


スト ッ パ ペー を か ける の で は ? 思考 的 に 党 王 ジル クニ フ に な れ な い 


の は 、 自 分 が 一 番 像 くも な いし 、 強 《 も な い 。 自 分 は た いし た こと が 


な い 人 間 だ と いう 冬 価 を や 下 し て いる の だ ろう ぅ と 思う ん で す 。 じつに 、 


一 般 ユ ー ザ ー が 抱え て いる 感情 に 近い の で は な いで すか ね 。 最 
初 に 色 っ た と し て も 、 自 分 の ほう に も 何 か が ミス は な か っ た か ? と 考 
えて し まっ た 0 と か 。 

丸山 ] うん 、 す ご (いい 上 司 で す よ ね 。 そう いう 上 司 の 下 で 働き 
た い 。 

〔 伊 藤 〕 丸山 先生 は 、 理 想 の 上 司 を アイ ンズ に 託し て いる ん で 
すか ね ? 

〔【 妃 山 ] いや 、 そ ん な こと な いで す よ ( 笑 )。 テイ ンズ を 例え る な ら 


一 般 の サラ リー マン が 今日 か ら 急 に 日 本 を 代表 する 上 場 大 


企業 の 会 長 に な っ た よう な 感じ で し ょ うか ね 。 俺 が 下手 を 打つ と 、 


日 本 の 経済 も る 転ぶ か も し れ な いと いう よう な ( 衝 ) 


[菅原 ] そこ で ジル クニ フ に な ら な いと ころ が 、 非 常に 主人 公 っ ぽ 


いで す 。 で も 、 ジ ルク タニ フ は ジル クニ フ で いい 政治 を し よう と し て 
いる わけ で すし 、 逆 に ラン ボッ サ 皿 世 は 、 王 に な る に は と て も 優し 
すぎ る 人 だ っ た …… と いう よう な 対比 が 『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 に 流 
れ て いる 気 が し ます 。 

[丸山 ] 正直 な と ころ 、 例 え ブ ラッ ク 企 業 に 勤め て いて も 、 人 間 開 
係 き えよ けれ ば 働け ます し 。 ホワ イト 企業 に 得 め て いて も 、 人 間 関 
係 が 最悪 だ だ や っ て られ な いと いう こと は あり ます よ 。 や は 5 人間 
関係 が 大 切 と いう こと で すか ね 。 


[菅原 ] ある 種 、 社 会 人 論 、 サ ラリ ー マ ン 論 に も 通じ る ん で し ょ う 


か 。『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 が 20 代 一 30 代 で す と か 、 落 干 


E 誰 が 上 の 
層 に 好評 だ と いう の も 、 そ うい っ た テイ ンズ の 考え 方 が 好ま れ て い 
る か ら で は な いで すか ? 

丸山 ] も し く は 、 昨 今 の ライ トノ ベル に 人 角 き て し まっ た 方 が 缶 て 
いる の か も し れ ま せん 。 

[ 管 原 ] 何 も 考 え ず に 上 手 く いっ て し まう 、 運 が 良かっ た と いう の 
で は な (、 ア イン ズ の よう に 考え て 考え ぬい て 、 石 橋 を 叩き 割り そう 


な 主人 公 は 確か に 珍し いか も で す ( 笑 )。 そ れ が 原作 の 膨大 な 地 


の 交 音 に つなが っ て いる 気 が し ます 。 
[伊藤 〕 難し いで す よ ね 、 原 


地 の 文 で 心象 を 語 っ て いる 場 


面 は 、 そ れ を セリ フ に し た ほう が いい の か 、 モ ノロ ー グ に し た は ほう 


が いい の か …… 。3 期 の 11 話 、 カ ルネ 村 の 話 な ども 工夫 が 必要 


で し た ね 。 カル ネ 村 の 話 は 、 基 本 的 に は アイ ンズ 傍 が いな い の で 、 


状況 を 説明 で きる 人 が いな いん で す 。 
[丸山 ] な の で 、 地 の 廊 を どう や っ て 説明 する か で す よ ね 。 


[伊藤 ] そ こ で 「 で は アイ ンズ の 語り に し まし ょ う 」 と 


〔 管 原 ] この 世界 で は 、 ア イン ズ し か 状況 を 知っ て いて いい 人 が 
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ょ キャ ラク ター は も ちろ ん 、 作り 込ま れ た 美術 も 必見! 


いな いで すか ら ね 。 アイ ンズ の 出し 方 に つい て も 、 伊 藤 き ん が い 


ろ い ろ な テイ デア を (だ きり 、 思い切っ て テイ ンズ の 語り に 。 し か も 、 


な ぜ か マー レ が ちょ っ と か わい い ( 笑 )。 

〔 併 藤 〕] マー レ が あそこ に いる 理由 が 本 来 あ っ て 、 要 する に アイ 
ンズ に 《 っ つい て いる ん で す が 、 そ この 部 分 を じつは 原作 の 描写 
か ら 落 と き ざ る を 得 な か っ た 。 し か し 、 逆 に マー レ が いる な ら 6 原作 
と は 僅 う 意味 で 活か すこ と が で きる と いう の は 、 あ り ま し た 。 シー ン 
と し て は ハマ り ま し た ね 。 マー レ の 過剰 な リア クシ ョ ン も 、 マ ー レ っ 
ぼ ( て 良かっ た で すし ( 笑 )。 

[ 和 菅原] 面白 い 表 現 は いろ いろ あり まし た ね 。3 期 11 話 で 、 ル プ 
スレ ギ ナ は 遊 明 な の に 、 ち ゃ ん と 「 え ?」 と リア テク ショ ン を し て いた 
9 と か 。 カメ ラ も 微妙 に 動い て まし た よね 、 あ の 場面 は 。 原作 9 巻 だ 
と 、「 え 7」 と 言っ て いる 人 が 2 人 いる ん で す 。 それ を シナ リオ 化す 
る と き に 、 こ の 「 え ?」 は 離 か と いう の だ けが 、 よ くわ か ら な か っ た 


の で す が 。 


〔 併 藤 ] 役者 きん の 声 が ある の で 、 ニ ュ ア ンス は 判別 で きる か な と 。 


丸山] まあ 、 わ か ら な か っ た ら わ か ら な いで 、 い いん で す 。 原作 
も わか ら な 《 て いい と ころ は 、 た (きん あり ます か ら 。 

〔 管 原 ] わか る 、 わ か ら な い の 話 で いう と 、『 オ ー バ ー ロ ー ド 。』 は 
ネッ ト 配 信 や Twitter で リア テル タイ ム で 放送 を 見 て いる 方 た ちの コ 
メン ト が 面白 か っ た で す 。 原作 ファ ン の 皆さん が ネタ バレ に も 配 庶 


し つつ 、「 こ こ が よ 《 わ か ら な か っ た 」 と いう 人 た だ た ち に 解説 し て た 5。 


途中 か ら 観 た 人 に あら すじ を 説明 し て て くれ て いた 0 と か 。 と て も 親 
切 で すし 、 楽 し い 会 多い の は 印象 的 で し た 。 
丸山 ] いろ いろ な 楽し み 方 が あっ て いい ん じゃ な いか な 。 


〔 伊 藤 〕 た だ 、 引 っ か か り の ある 絵 や セリ フ は た (きん 詰め 込ん で 
ある の で 、 ア ニ メ だ け を ご 覧 に な っ て いた 方 に も 、 原 作 や マン ガ な 
と に 触れ て いた だ けた ら …… 

[丸山 ] 僕 も 含め て 、 み ん な 幸せ に な れ ま すね ( 笑 )。 

ーー で は 最後 に 、『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 フ ァ ン の 皆さん に 向け て 、 
メッ セー ジ を いた だ け ま すか ?. 

〔 例 藤 〕 設定 資料 集 は 1 期 の と きも 出し て いた だ きま し た が 、 今 回 
も キャ ラク ター 設定 だ け で な (美術 ポ ボード や so-bin き ん の イラ スト 
な ど 、 レ ア な 資料 が 満載 で す 。 それ を 見 て いた だ (と また 新しい 発 
見 が ある と 思い ます 。2 期 、3 期 は 普 労 ち も あ り ま し た が 、 素 晴らし い 
スタ ッ フ ワー ク に 触発 され な が ら 頑 張れ まし た 。 視聴 者 の 皆様 に も 
政 め て 「 あ り が と う ご ざ いま し た 」 と お 礼 を 言わ せ て いた だ きた い 
で す 。 

[菅原 ]】 まず は 、2 期 、3 期 の アニ メ を ご 視聴 いた だ き 、 あり が と う 
ご ざい まし た 。 テニ メ は ひと まず 終わ り ま し た が 、 小 説 、 コ ミッ ク 、 
ゲー ム と た (きん の 展開 が され て いま す 。 こ れ か ら も 是非 赴 非 
『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 を 楽し ん で 《 だ さい 。 

だ いこ と を 全部 言わ れ て し まっ た の で 、 僕 か 


ら は も う 言 う 言 葉 が な いで すね ( 笑 )。 今 まで アニ メ を 応 授 し て くだ 
さっ て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 今後 は 原作 の ほう も 応援 し て く 
だ さっ た ら 、 と て も 嬉し いで すね 。 原作 は 今 、14 巻 目 に 取り 組ん で 
いま す 。 来年 に は お 届け し た いと 思い つつ 執筆 に 励ん で いま す 


の で 、 楽 し み に し て いた だ けた ら 6 幸い で す 。 


章 


スタ ッ フ 朝会 


溢 滞 一 NNa ャ 
N さ 半 ポ ーーNNNT ヤ 


NN( で コ 


1 期 を 経験 し た か ら こ そ 
キャ ラク ター 原案 ・ デ ザイ ン に も 変化 が 


ーー 『 オ ー バ パー ロー ド 』 3 期 の 放送 を 終え を 、 ス タッ フ の 皆さん ホッ と 
一 息 つ いて いら っ し ゃ る 頃 か と 思い ます が 、 こ うし て 絵 に まつ わる 
お 3 人 が 集まっ て お 話さ れる の は 、 初 め て だ そう で すね 。 

〔 昌 崎 ] 僕 と 今村 くん は 、 他 の 作品 で 一 緒 に 仕事 を し て きた こと も 
あっ た ん で す が 、『 オ ー バ パー ロー 
改め て 顔 を 合わ せる 機会 は な か っ た ん で す よ 。 

〔so-bin] 僕 は 、 田 崎 さん と は 一 度 お 会 いし て いま し たよ ね 。 
田崎 ] そう で すね 。 2 期 の 制作 に 入る 前 に 、 ご 挨拶 あき せ て いた 
だ きま し た 

〔so-bin] 今村 さん と は 、 直 接 、 作 品 に つい て お 話す る 機会 は こ 
の 席 談 会 が 初め て で すね 。 

〔 今 村 ] は い 。 すでに 1 期 が あり 、2 期 一 3 期 で は 田崎 さん が メイ 
ン キ ャ ラク ター を 担当 きれ 、 僕 が サ プ キ ャ ラク ター 他 を 担当 する と 


いう 割 9 振 9 だ っ た の で 、so-bin さ ん と は お 会 いす る の も じつは 初 
め て で 。 初 ア ニノ 化 作品 で メイ ン キ ャ ラ 担 当 だ っ た ら も っ と や 5 取 
5 は 多かっ た か も し れ な いで すね 。 

〔so-bin] そう で すね 。 僕 も 1 期 で メイ ン キ ャ ラク ター を デザ イン 
し て いた だ いた 吉松 (孝二) さき ん と は けっ こう や り 取 り を し て いま 
し た 。 

田崎]〕 そう いう 意味 で は 、 今 回 は 伊藤 ( 高 在 ) 監督 が 1 期 を 通じ 
て この 作品 の 世界 観 や キャ ラク ター を 十 二 分 に 把握 し て いら っ 
し ゃ っ た の で 、 僕 ら 現 場 は 、 監 督 か ら 6「 こ うい う キ ャ ラク ター で す 」 


ド 』 は 2 期 か ら の 参加 で し た の で 、 


ゞ 


H 


腔 


SmNNNuHKNN を 


衝 革 や 


と いう 説明 を いた だ いて 、 作 業 を 進め て いっ た 感じ で す 。 

ーー そもそも 『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 シ リー ズ は 、2015 年 の アニ ッ 第 1 
期 か ら 、 約 3 年 振 ) り の テレ ビシ リー ズ 続 編 と な 9 ま し た 。『 IT』 が ス 
ター ト す る 段階 で 、 皆さん は どういう お気 持ち で し た か ? 

[so-bin〕 1 期 が か な 5 評 判 良 か っ た で すし 、 僕 の Twireer の ほ 
うに も 「 テ アニ ッ 観 まし た !」「 面 白かっ た な です 」 と いう 声 を た (さん 
いた だ いた の で 、 ア ニッ メス タッ フ の 皆さん が 頑張 っ て 作っ て (だ 
きっ て あり が た いと いう 気持 ち で す 。2 期 の お 話 を いた だ いた と き 
も 、 純 粋 に よかっ た な ぁ と 。 で も 、 お 話 の 段階 で は まだ 実感 が 沸か 
な か っ た で すね 。 実際 に 、2 期 か ら の 新しい キャ ラク ター の 原案 を 
描き だ し て か ら 、「 始 まっ た な !」 と いう 感じ で し た 。 

〔 田 崎 〕 僕 が 2 期 の 話 を 聞い た の は 、 ア ニメーション プロデュー 
サー の 服部 (優太) きん か ら だ っ た ん で す が 、 じ つ は 最初 、 お 断り 
し た ん で す 。『 オ ー バ ー ロ ー ド II 。 の 前 に 担当 し て いた 仕事 が 非 
、 時 間 が な さす ぎる な と ( 
キャ ラク ター デザ イン を 担当 され た 吉松 さん の 後 を 引き 継い と いう 
こと で 、 吉 松 き さん と は 過去 に 何 度 も 仕事 を ご 一 緒 し て いま し た し 
伊藤 監督 と も ご 
に 」 と いう 言葉 $ も いた だ いて いた の で 、 で は 頑張 っ て みよ う 、 と お 


常に 立て 込ん で いて 


普 


)。 た だ 、1 期 の 


緒 し て いた 過去 が ある 。 服部 さき ん か ら は 「 ぜ ひ 


受け し まし た 。『 ノ ー ゲ ー ム ・ ノ ー ラ イフ 』 の キャ ラク ター デザ イン 


や 、『 ロ ー ド ス 伺 戦記 。 の 原画 で ファ ンタ ジー 作品 、 甲 再 物 は 経験 
済み だ っ た の で 、 そ うい うと ころ を 見 越し て の オフ ァ ー だ っ た の か 
も し れ な いで すね ( 笑 )。 


[今村 ] 僕 は 、 そ も そ も キ ャ ラク ター デザ イン が 初め て だ っ た の で 、 


これ は 頑張 る し か な いな と いう 感じ で し た 。 
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* 2 期 OP の 締め に 存在 感 を 放っ て いた エク レア 。 
ナ ザ リ ッ ク の 支配 権 を 
虎視 辿 々 と 狙っ て いる と いう 設定 。 


田崎] た し か に 大 変 き は 最初 か ら 感 じ て い まし た ね 。 な に せ 原 
作 の 丸山 先生 と so-bin き さん は も ちろ ん 、 伊 藤 監督 や 美術 まわ 0 も 
含め た 設定 制作 スタ ッ フ は 1 期 か ら ず っ と や っ て る 人 た ち 。 僕 や 
今村 (ん は 2 期 か ら の 参加 な の で 、 キ ャ ラク ター の 名 前 や 作品 の 


世界 観 を も ちゃ ん と 理解 する まで わか ら な いこ と が 多 す ぎ た ん で すね 。 


で も 、 便 藤 監督 は わり 9 と せっ か ちな 方 な の で ( 笑 )、 武 器 デ ザイ ン の 
設定 表 に 武器 の 名 前 だ けが パー っ と 書い て ある の を 渡 き れ て 、「 こ 


れ は いっ た い 、 ど うい う も の な ん だ ろう ?」 と 悩む と ころ か ら の スタ ー 


ト で し た 。 まず 、 皆 に 追い つて の が 大 変 ! と いう の は あり まし た 。 
[今村 ] 単純 に 、 物 大 も 多かっ た で すし ね 。 

[so-bin] 原作 も 各巻 が 長い の で 、 細 か 《 照 らし 合わ せ て い (の 
も 大 変 で す よ ね 。 


田崎] そう な ん で す . 皆 き ん と 同じ よう に 把握 する に は と 


て も 時 間 が か か っ て し まう の で 、 モ ンス ター デザ イン で 入っ て い 


だ た だ いた 杉浦 ( 位 次 ) さん に は リザ ー ド マン 系 を お 願い する な ど 、 


担当 キャ ラク クタ ー 分 け を し っ か り 決 め て 、 自 分 の 担当 に 集中 する 
F 業 を 始め て いき まし た 。 
[今村 ] さら に 僕 の 場合 は 、 そ も そ も キ ャ ラク ター デザ イン の や り 


と ころ か ら 、 


方 に 慣れ る と ころ か ら だ っ た の で ……。 

〔so-bin] な お きら 大 変 で す よ ね ? 

[今村 まず は so-bin さ ん の 原案 に 似せ る と ころ か ら 頑 張っ て 、 あ 
る 程度 まとまっ た と ころ で 、 ア ニ メ で 動か し や すい よう に 線 や 配色 
の 量 を 調節 し て いく の で す が 、so-bin き ん の 原案 に は すでに キレ 


イ な 人 色 も つい て いる の で … 
[so-bin] あ 、 色 を つけ な い ほ う が よ か っ た ん で すか ね ? ( 笑 ) 
[今村 ] せっ か がく 原案 に ある 色分け な の で 、 そ れ だ け は 変え られ 
な いな と ( 笑 )。 

【 田 崎 ] と (に 監督 は 、 細 か 《 つ いて いる 人 色 を 完全 再現 し た い 。 差 


so-bin 氏 が デザ イン し た キャ ラク ター を 
アニ メー ター が アニ メ 用 に 整え て ゆく 。 


し 色 的 に 赦 の ライ ン が ピッ と 入っ て いる 部 分 が ある と 、「 こ の 赤 は 
外せ な い 」「 こ の 色 は 大 事 」 と 。 だ か ら 、 な か な か ライ ン を 減ら せ 
な いん で す ( 身 ) 

[今村 ] 小さ い 模 様 は ど び ま か すこ と が で き て も 、 パ ー ツ を 取る こと は 
で き な い の で 、 そ の 塩 要 は 難し か っ た で すね . 

[so-bin] そん な に こだわ っ て いた だ いて いた と は 。 気 に し な (て 
も 良かっ た の に ( 秋 )。 

[田崎] 4 本 の ライ ン を な ん と か 3 本 に 、 と いう 感じ で 。 

[今村 ちょ こち ょ こ 減ら きせ て いた だ きま し た 。 


[so-bin] 面倒 くき か っ た で し ょ う ね ( 笑 )。 で も 原案 を 描い た 身 と 


し て は 、 そ こま で 大 事 に し て いた だ いて 嬉し いで す 。 

[今村 ] so-bin き ん に お 聞き し た か っ た ん で す が 、1 期 が テニ メ 
化 き れ た 後 、2 期 、3 期 で キャ ラク ター 原 染 を 描か れる 際 に 、 な に 
か 変化 は あり まし た か ? アニメ は こう いう も の だ か ら 原 染 $ こ うし よ 
う 、 み た いな も の は , 

〔so-bin] な る べ ( ア ニ メ の スタ ッ フ さん が 描き や すい よう に し よ 
う 、 と いう の は あり まし た 。 イラ スト の 感覚 で 描い て し まう と 、 ど うし 
て も 複雑 に し て し まい が ちな の で 、 そ こ は 気 に し な が ら 。 ある 程度 
は 省略 する と か 、 デ ザイ ン に 懲り すぎ な いよ うに し よう と か 。 
田崎 ] so-bin き ん の キャ ラク ター は 、 大 き ( フ ォ ル ム を 描い て か 
ら 、 組 か いと ころ を 決め て い 〈 感 じ で す よ ね ?. 

so-bin〕 そう で すね 。 シル エッ ト を まず 出し て か ら で す ね 。 ディ 
テー ル に つい て も 僕 が カッ チリ 決め て し まう と いう より も 、 皆 さん に 
イメ ー ジ を 膨らませ て も ら え れ ば いい な と 思い 、 ラ フ っ ぱ ( お 渡し し 
た も の も あり ます 。 

【 田 崎 〕 あり まし た ね 、 こ こ は ぐ に ゃ っ と し た 感じ に し て 欲し い の 
か な ? と 思う も の も ( 笑 ) 


〔so-bin] 皆さん に いい 感じ に まとめ て いた だ いて 、 助 か 9 まし 


党 


スタ ッ フ 計 会 


・ 今村 氏 が 担当 し た 番外 席次 。 
出番 は 少な く と も 大 き な イ ン バ ク ト を 残し まし た 。 


た 。 あと ほん の 少数 で す が 、 こ うい う 設 定 が 面白い と 思っ た も の は 、 


横 に テキ スト で 注釈 を 書い て お 渡し し て いま し た ね 。 それ も 1 期 
が あっ て 、2 期 、3 期 と き て 感覚 が ちょ っ と 掴め た 感じ で す 。 原案 の 
色 も “アニ ッ 和 塗り "が ちょ っ と で きる よう に な り 0 まし た ( 笑 )。 

[今村] な る ほど 。 

〔so-bin] 線 も ちょ っ と 描け る よう に な っ て 。 

〔 田 崎 ] た し か に そう で すね 。 以前 は 、 筆 で 描い た 感じ の イラ スト 
で し た が 、 最 近 の は 一 本 線 で 描か れ て る 。 


so-bin] 一 本 線 の は ほうが 、 デ ザイ ン も わか りや すい か な と 。 


ちょ っ と 遠 く 描け る よう に も な り ま し た し 

田崎] そう で すね 、 一 本 線 で 描か われ て いる ほう が 、 僕 ら も 作業 し 
や すい ん で す よ . 

〔so-bin] 相当 勉強 に な り ま し た 、 ア ニッ 化 を 経験 し て 。 


メイ ン の キャ ラク ター も 新た に 


描き 起こ し て 挑ん だ 2 期 と 3 期 


ーー 具体 的 に 田崎 きん 、 今 村 き ん が 『 TL』『 皿 。 で 担当 きれ た 
キャ ラク ター デザ イン は ?. 


[今村 〕 な に せ 量 が 多い の で 全員 は パッ と 出 て こない ん で すけ ど 、 


2 期 の 最初 だ と 普 王 ツア ー、 リ グリ ッ ト 、 番 外 席 次 、 ギ ガン トバ ジリ 
スク な ど で す 。 モン スタ ー 系 は 途中 か ら ベ テラ ン の 杉浦 さん に お 


任せ し て いた の で 、 基 本 的 に は 女の子 以外 の サ プ キ ャ ラ で すね 。 


ワー カー や 貴族 関 係 と 帝国 の 四 騎 士 … お っ きん は 僕 の 担当 が 
多かっ た と 思い ます 。 

〔so-bin〕 た し か に 覚え る の は 大 次 で す よ ね 、 一 度 出 て き て 二 度 
と 出 て こない キャ ラク ター も 多い で すし ね 。 


so-bin 氏 が 新規 で 描き 下ろ し た 「 衝 本 指 」。 
と くに 3 期 は アニ メ で 初め て 姿 を 見 られ る 
キャ ラク ター が 多かっ た 。 


[田崎 ] 僕 の は う は 、 い わ ゆ る メイ ン キ ャ ラク ター を 担当 し て いた ん 
で す が 、1 期 が 終わ っ て 時 間 が 経っ て いた ぶん 、 原 作 も 溜まり 、so- 
bin き ん の イラ スト も 溜まり 。 作業 と し て は 1 期 の キャ ラク ター を 、 プ ラッ 
シュ アッ プ す る と ころ か ら 始 まり まし た 。2 期 以降 の so-bin き ん の ラフ 
デザ イン を 拝見 する と 、 線 の 密度 が 倍 っ た ん で す 。so-bin さん ご 自 


身 の 絵柄 に も 、 キ ャ ラク ター の ディ テー ル に も 変化 が あっ た の で 、 


改め て メイ ン キ ャ ラク ター 全員 の 描き 起こ し を 、 吉 松 さ ん の 了解 を 
得 て 取 9 組 ん だ ん で す 。 今 思い 返す と …… 新 旧 含 め た メイ ン キ ャ ラク 
ター も と て も 多かっ た の で 、 作 業 を 始め て か らち ょ っ と 後悔 を ( 衝 ) 
一同]( 箕 ) 

[田崎 ]『IL。 か ら の 新 キ ャ ラク ター の 登場 話 数 まで に は 、 比 較 


的 時 間 の 余裕 が あっ た の で 、 い ける か な と 思っ て いた ん で す が 、 


オー プ ニ ン グ に も 新 キ ャ ラ を 出し ます と 聞い て 、 慌 て まし た ( 笑 ) 
籍 を 読み 直 


[今村 サブ プ キ ャ ラ も 予想 以上 に 多 ( て 、 困っ た ら 書 
し 、so-bin さ ん の イラ スト も 見 直し て 。 

[田崎 ] so-bin さ ん も 、 原 作 オ ラスト を 描か れる と き 、 大変 な ん じゃ 
な いで すか ? 丸山 先生 か ら は どう いう オー ダー が ある ん で すか ? 
[so-bin〕 う 一 ん …… 詳 し いも の は な いで すね 。「 イ ケ メ ン 」 と 


か 一 言い た だ 《 く らい で 、 自 由 に 描か せ て も ら っ て ます 。 


今 も お 話 に あっ た よう に 、 新 キャ ラク ター が 『 TL 。『 皿 。 は 多 
(登場 し まし た 。 小説 で so-bin き ん が 描か れ て いな い キ ャ ラ も 、 ア 
ニ メ で は キャ ラク ター 原 人 染 が 必要 に な り ま す よね 9? 


[so-bin] 2 期 は まだ 自分 が 絵 に 起 し た も の ば か り だ っ た の で 、 


( ケ ニ ッ 用 に ) 描き 直す 《 ら いで そう 蘭 労 も な か っ た ん で す が 、3 期 
は イラ スト に し て いな い キ ャ ラク ター が た くさ ん 出 て 来 た の で 、 ほ 
ぼ は ほぼ 新 規 で 描き 下ろ し まし た 。 

[田崎 ] 2 期 で 新規 の 描き 下ろ し だ と 「 八 本 指 」 で すか ね ? 
〔so-bin] そう で すね 、 ア テニ メ で 初め て 描き まし た 。 
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・ 複雑 な ロー プ や マン ト の 形状 は 、 


〔 田 崎 〕J ゴブ リン も 全員 設定 途 い まし た し ね 。 

[今村 ] 19 人 分 で すね 。 

[so-bin〕 そう そう 、 すご (いま し た よね ( 笑 )。 僕 は さほど 気 に し て 
な か っ た ん で す が 、 ア ニ メ の 作画 で は 大 変 だ ろう な と 。 た し か 書 
籍 の と き に 丸山 さん が 、 應 法 で 呼び 出し た ゴブ リン は 、 海 外 の ご 
つい 俳優 …… シル ベス ター・ ス タロ ー ン と か 、 そ うい う 感 じ に 似 
せ て 欲し いと いう こと を 、 お っ し ゃ っ て いた と 思い ます 。 

[今村 ] 僕 も ゴブ リン は 大 好き な ん で す が 、so-bin き ん の お 人 柄 
が 絵 に 出 て いる 気 が し まし た 。 モン スタ ー 系 で す が 、 愛 着 を 持て 
る 感じ が 。 

[so-bin] ゴ プ リン の スト ー リ ー が ちゃ ん と ある し 、 し ゃ べ る の で 、 
生活 感 が あっ て 芝 着 が 出 て て (る と いう の は あり ます ね 。 あと デザ イ 
ン し て いて 面白 か っ た の は 、 エ ル ヤ ー( ウ ズル ス ) で すね 。 エ ル 
ヤー は 、 小 説 に は は っ きり し た 容姿 が 描写 きれ て いな か っ た の で 、 
これ は 好き に で きる ん じゃ な いか と 思っ て ( 箕 )。 

[今村 〕 ちょ っ と 和風 っ ぽ 《 て 、『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 に は 珍し い 感 じ 
が し まし た 。 

〔so-bin] 設定 は 僕 が 勝手 に つけ きせ て も ら っ た ん で す 、 刀 を 長 
《 し て みた り 。 そう いう キャ ラ が 活躍 し て て れる と 、 嬉 し いで す よ ね 。 
王 (ラン ボッ サ 皿 世 ) の 息子 (バル プロ) も 、 小 説 で は 描い て いな い 
人 物 だ っ た と 思い ます 。 

[今村] 王族 や 吹 族 は 、 服 装 が 複雑 な の で 後ろ 姿 は どう な っ て い 
る ん だ ろう ? と デザ イン に 苦労 する こと も 多かっ た で すね 。 貴族 の 
お じい ちゃ ん 、 ウ ロ ヴ テー ブナ 辺 境 伯 な ど は 折り 曲がっ た マン ト と い 
うん で すか ね 、 そ うい う の を 羽織 っ て いる の で 、 後 ろ 姿 の デザ イン 
に すご (《 普 労 し まし た 。 

還 崎 ] た し か に 、 後 ろ 姿 の 設定 は する と ころ で すね 。 
so-bin] 時 間 に 作 挫 が ある と き は 、 後 ろ 姿 も 描い て いる ん で す 


アニ メー ター が 詳細 を 検証 し 、 デ ザイ ン を する 。 


が 、 賞 族 は お 任せ し て し まう キャ ラ が 多 ( な っ て し まい まし た ( 普 笑 )。 
ーー 王族 、 足 族 を 描 ( 際 、so-bimn き ん が 参考 に きれ た も の は あり ま 
し た か ? 

[so-bin]『 オ ー バ ー ロ ー ド 。 の 場合 は 、 貴 族 と いっ て も 内 容 が 
ファ ンタ ジー な の で 、 時代 観 を 深 て 意識 し な 《 て も いい 。 な の で ファ 
ンタ ジー 喘 画 や 海外 ドラ マ …… な か で も 海外 ギラ マ だ と 『「 ゲ ダー 
ム ・ オ プ ・ ス ロー ンズ 』 は か な 0 参考 に し て いま す 。 洋画 で す と 
『 ホ ビッ ト 』 な ども クオ リティ が 高い し 、 観 て いて も 面白 いで す 。 
[今村] 映画 や ドラ マ だ と 、 人間 が その 装備 を ちゃ ん と 着 て て れ て 
いる の で 、 あ り が た いで すね 。 

〔so-bin] そう で すね 、 物 理 的 に どう 装備 し て いる か が わか り ま 
す よ ょ ね 。 

今村 鎧 だ け を デザ イン する の は 召し いで す よ ね 。 「 ど う や っ て 
着る の ?」 が 大 切な の で 。 
【 田 崎 ]〕 と は いえ 、 劇 中 に 
きま すけ ど ね 。 この まま だ と 腕 、 曲がら な い ぞ と か 。 


に 着 ら れ な い 負 が いっ ぱい 出 て 


〔so-bin] イラ スト だ と 、 ど うに か 曲げ ちゃ うん で ( 笑 )。 
田崎 」 ア ニ メ で も そこ だ け は 、 じ つ は 金属 じゃ な 〈 革 なん じゃ な 
いか な ? と 、 こ じ つ け た り は し ます よね ( 笑 )。 


2 期 か ら セ バス が 両目 が 開い た 
その 理由 は ツア テレ に あり 


ーー アニ メー ショ ン に な っ て 、 新 た に 魅力 を 感じ られ た キャ ラク 
ター は いま し た か ?. 

〔so-bin〕 リザ ー ド マン は 、 す ご (良かっ た 。 感動 し まし た ね 。 小 
説 も 面白 か っ た で すけ ど 、 アニメ で も ちゃ ん と 面白 く な っ て まし た 。 


間 


スタ ッ フ 座 請 低 


ょ * 2 期 で セバス の 両目 が 開眼 し た の は 、 伊 藤 監督 か ら の オー ダー に よる も の 。 


〔 田 崎 ] 


ほ さ ん も 譲 華 で し た 。 原作 を 読ん で いる 方 は 、 ち ゃ ん と 


り ず 


マン を 描く ん だ と 楽し め た と 思い ます 。 プ ニ メ か ら 入 っ た 
方 は 、 プ イン ズ た ちの 活躍 まで ちょ っ と も と どか し か っ た か も し れ な 
いで すけ ど ね . 

so-bin] そもそも ナ ザ リ ッ ク の 面々 は 、『 IL。『 皿 』。 は あま 5 出 て 
こ な か っ た で すし ね 

[田崎 ]」 で も プレ アデス た だ ちの 場 は 広がり まし た よね 

〔so-bin] そう で すね 、 エ ント マ と か ルプ スレ ギ ナ と か 

[今村 ] ソリ ュ シ ャ ン も 

〔so-bin] 2 期 の 10 一 11 話 あたり の エン トマ が 戦う シー ン は 「 エ 
ント マ っ て こう いう ふう に 動 《 ん だ 」 と 思い まし た 。 楽し い 動き 方 を 
し て いた の で 、 何 回 も 観 ちゃ いま し た ね . 

[今村 ] エン トマ の 装備 関係 で いう と 、 脚 が ビュ っ と 生え て きま す が 


[田崎 ] 劉 め の よ うな と ころ が 、 じ つ は 虫 


、 そ こ か ら 手 足 が 生 
えて と いう アニ メー ショ ン は 、 多 関節 だ と 成 し い な と 思っ た ん で す 
よ 。 ほん と は ムカ デ の よう に 、 だ た (さん 描か な きゃ いけ な か っ た ん 
で す が 、 ち ょ っ と だ け ニ ュ ア ンス を 変え させ て いた だ いて 、 ク モ っ 
ぼ ( き せ て も らい まし た 。 あと は 、「 ア ニ メ ー タ ー さ ん よろ し (お 願い 
し ます !」 と 。 する と ガン ガン た (さん 動か し て いた だ け て 、「 ワ ウー 


イ !」 み た いな ( 笑 )。 た だ 、 モ ンス ター の 表現 と いう の は 、 実 


と すご 〈 怖 (で きる ん で すけ と 、 ア テニ メ は と の 作品 で も 、 ど うし て も 実 


候 に 勝て な いと い は ある と 思い ます 。 シナ チュ テー ショ ン は 頂 


《 で き て も 、 ビ ジュ テル だ け で の 恐怖 は 出し に くい ん で す 。 それ に 


*…( 甘 ) 


[今村 ] クモ は 大 誠 夫 だ っ た ん で すか ?. 
田崎 ] ギリ ギリ で すね 。 虫 


ほ き に は 恋 か れ ま すけ ど 。 な 
の で 恐怖 公 は 最初 か ら 、 杉 漬 さ きん に お 願い し まし た , 


so-bin] 僕 も ゴキ プリ は ダメ で すね 。 恐怖 公 は 書籍 で も ちゃ ん と 


描い た の で 、 も う 一 度 1 ラ スト に し て と 言わ れ た ら 、 お 断り し た いく 


らい 。 丸山 先生 は 、 モ ンス ター の イラ スト に つい て は 「 と に が く 気 
持ち 悪 く 」 が 口 群 な ん で す ( 身 ) 


田崎] 2 期 、3 期 で 印象 的 な キャ ラク ター と いう と 、 僕 は セバス 


を いっ ぱい 描い た 記憶 が 。 セ バス は 2 期 で ラプ シー ン が ある の で 、 


1 期 は より ゴツ さ を 減ら し まし ょ うと いう オー ダー が 監督 か ら あ り ま し 
た 。 他 の メイ ン キ ャ ラ は 僕 な り に 1 期 に 寄せ て アテ アップデート し た ん 


で す が 、 監 督 の 意向 


1 っ て セバス は シュ ッ と させ まし た 。 さ ら に 


いう と 、1 期 で は だ いた い 片 方 の 目 を 見 えな (し て いま し た が 、 そ 


の まま で は 優し い 表 情 な ど を 描き に くい の で 、2 期 以降 は 基本 的 に 、 


決め カッ ト 以 外 は 両目 を 描い て ます 


[so-bin] それ で な ん で すね 。 ネッ ト 上 で 、「 セ バス の 目 が 描い て 


ある 」「 あ れれ は ミス な ん じゃ な いか 」 と 言わ れ て て 。 じ つ は 意図 的 
だ っ た ん で すね ( 笑 ) 

[田崎 ] so-bin き ん が 描か れる と き は 、 決 まり は な いん で す よ ね ? 
どちら の 目 を 見 せな いか は 

【so-bin] そう で すね 。 シブ さ を 出 す た め の 演出 な の で 、 影 を つ 


け て 見 えな (し て いる 感じ で すね 


ーー 先ほど プレ アデ ス の お 話 も あり まし た が 、 女 性 キャ ラク ター で 


印象 的 な 人 物 と いう と ? 


今村 僕 は ツア レ が 印象 的 で す 。 キレ イ な 顔 の ツア レ は 田崎 き 


ん が 描か われ た ん で す が 、 ボ ポコ ボコ の 初 登場 時 は 自分 が 担当 し た の 


と 青 プ アザ を どこ まで 描い た らい い の か 、 な どの 相談 も し な が 


巻 を 読む と 、 ケ ガ の 具体 が いろ いろ 交 音 で 書か れ て いる 


の で 、 そ の 様相 を 想像 し な が ら 、 全身 と 顔 の 設定 を 作り まし た 
[田崎 ] 女性 キャ ラク ター に 対し て も 容赦 な いで す よ ね 、『 オ ー 
バー ロー ド 』 は ( 笑 ) 

[so-bin] ツテ アレ は 、 ず っ と キレ イ な 顔 が な か っ た で す よ ね 。 お ま 
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け 本 の よう な も の で 、 僕 が 編集 者 さん に ツア ナレ の 紹介 ペー ジ を 作 
り ま し ょ うと 提案 し て 、 初 め て キレ イ な 顔 を 描け た ん で す 。 いずれ 
は 描き た か っ た の で 、 い い 歓 会 で し た 。 

田崎 ]『I エ 。 の オー プ ニ ン グ で 、 ア ニラ と し て は 初め て キレ イ な 
顔 が ポン と 出 て 、「 誰 だ ろう 、 こ の 子 は ?」 みた いな 反応 も あり まし た 


ね 。2 期 の エン ディ ング に 登場 し た ツア レ も 非常 に 可愛 か っ た で す 。 


〔so-bin] あり が と う ご ざ いま す ! 
[田崎] アニ メ 側 の 立場 と し て は 、 制 作 途中 で so-bin き ん の エン 
ディ ング が 新規 に 上 が っ て (る と 、 現 場 が 緊張 する ん で す よ 。「 そ う 
か 、 こ っ ちの 方 向 性 だ っ た の か 」 み だ た いな ( 笑 )。 

ーー その エン ディ ング の イラ スト は 、1 期 に 続い て so-bin さ ん が 
担当 され まし た 。 と の 人 物 を 出す か は 、 ど う 決 め て いか れ た ん で 
すか ? 

〔so-bin] 監督 や プロ デュ ー サ ー の 攻 島 ( 奄 文 ) さん と 打ち 合わ 
せ を し て 、 オー ダー に 治 う 感 じ で すね 。 レイ アウ ト も 僕 が 自由 に 考 
えて 、 カ メラ ワー ク に 関し て も 僕 か ら あ る 程度 、 見 せ 方 の 希望 を 出 
し て いま し た 。2 期 は 女性 メイ ン に な っ た ん で す が 、 ラ ナー の 表情 
を 2 種類 変化 さき せら れ た の が 、 上 手 《 ハ マ っ て 良かっ た で す 。 原 
作 フ ァ ン の 中 に は 、 ネタ バレ じゃ ん と お っ し ゃ っ て いた 方 も ( 生 ) 。 

田崎 ]『 オ ー バ パー ロー ド 』 は 、 ど こま で の シナ リオ を も や る か が オー 
プ ニ ン グ 喘 像 の キャ ラク ター で バレ て 、 エ ン デ ィング で も ネタ バレ 
が ( 笑 )。 

so-bin] で も 、 喜 ん で ( れ た 方 も 本 当 に 多かっ た の で 、 や っ て 
よかっ た な と 思い まし た 。 

田崎]」 ラ ナー は オー プ ニ ン グ で も 、 病 ん だ 顔 を 見 せ て まし た か 
ちら ね 。3 期 の ほう は 、 わ り と 物語 を 追い 掛け て 登場 人 物 を 描か われ て 
まし だ た よね? 

so-bin] そう で すね 、 エピソード の 順番 に 沿う よう に 。 2 期 は 女 
性 メイ ン で し た が 、3 期 は 男性 が メイ ン に な り ま し た 。 

田崎] ちなみに 、 ジ ルク ニ フ の 後ろ 次 は アニ メ の 設定 が 決ま っ 
て か ら 描 か れ た ん で すか ? 

so-bin] あ 、 は い 。 

[田崎 ] 王族 、 賞 族 の 服装 し ゃ な いで すけ と 、 ジ ルク ニ フ も 後ろ 
次 が どう な っ て る の か 、 け っ こう 悩ん だ ん で す よ 。 

so-bin] ああ 、 た し か に 。 小説 の イラ スト だ と 、 後ろ を 気 に し な 
《 て も 様 に な る の で 。 

[田崎 ] そう な ん で す よ ね 。 アニ メ の 設定 だ と 、 正 


、 横 、 後 ろ の 


三面 図 が 必要 な の で 、 ジ ルク ニ フ の マン ト の ピラ ピラ も そう で す が 、 


真横 か ら 見 た と き に まっ すぐ 並ん で いた ら 面白 く (ない 要素 は 、 前 後 


に 段差 を つけ て みた 0 し ます ね 。 アル ベ ド の 羽根 も そう で す 。 ちょ っ 
と 巻い て いな いと 、 絵 に な ら な い 。 

[so-bin] そう な ん で す よ ね 。 な の で 後 か ら す ご 助かり まし た 。 イ 
ラス ト も キャ ラク ター 設定 を 参考 に で きた の で 。 

ーー ちな み に 作画 的 な 意味 で 、 カ ロリ ー が 一 番 高い の は 誰 で すか ?. 
[田崎] や は り 9 ア テイ ンズ で すね 。 蒼 の 凛 薇 も し ん どか っ た で す 
( 敬 笑 )。 あと 、 意 外 と 色分け が 大 変 な ツテ レ や フリ ル の 多い ラナ ー 
も な か な か で すね 。 プ イン ズ に 関し て は 、 久 し ぶり に 美術 解剖 図 
を 見 まし た 。 「 人 骸骨 っ て どん な だ っ け ?」 と ( 笑 )。 

〔so-bin] 3 期 の 第 1 話 の お 風呂 シー ン は や は 9 大変 で し た ? 
田崎 ]」 そう で すね 。 人 間 の 身体 と 違う だ け じ ゃ な 〈、 作 画 と し て 
描き や す 《 な いと 駄目 な の で 、 軟 骨 の よう な 小さ な 骨 、 そ れこ そ 鎮 
骨 な ど は 、 省 略し て 上 L 字 に し ちゃ いま し た ね 。 一 番 大 切な の は 、 背 
骨 の 突起 。 そ れ が な いと 背骨 に 見 えな い の で 普 労 し まし た 。 
〔so-bin〕 あれ が 裸 か と 思っ て 、 本 編 を 観 て 笑っ ちゃ いま し た け 
ど ね ( 笑 )。 

〔 田 崎 ] あの 面白 き は 、 ほ ば 声 公 き ん の 力 だ と 思い ます よ ( 笑 )。 


『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 の スピ ー ド 感 を 
現代 の アニ メ フ ァ ン は 求め て いる 


シー ン 、 シ ー ク エン ス と し て 印象 的 だ っ た も の は ? 

〔so-bin] 僕 は 、 リ ザー ド マ ン の 最後 の 戦い で すか ね 。 夕焼け の 
感じ が すご ( 目 に 残り まし た し 、 ア クション シー ン が と て も よく 動い 
て いた の で 、 す ご いな と 感心 し て まし た 。 

田崎 ] あそこ の 原画 は 、 ロ ボッ トバ トル 系 が 得 間 な アニ メー ター 
さん に お 願い し た そう で す 。 それ も 功 を 壮 し た ん じゃ な いか と 思い 
ます 。 僕 は 、 実 際 に 絵 を 作っ て いる 立場 な の で 、 あ まり 自分 の や っ 
だ た と ころ で 「 よ っ し ゃ !」 と 人 に は 言い た パ な いん で す が ( 笑 )、 や は 
9 テ イン ズ と ナ ザ リ ッ ク の 面々 と の や 取り の “ 間 " は 、 声 優 き ん の 
お 芝居 、 編 集 きん の 仕事 を 含め 、 す ご く 


: 手 (いっ て いた と 思い ま 
す 。 それ こそ 3 期 の 序盤 は 女の子 た ちの や り 取 0 も 楽し か っ た で す 
し 、1 期 か ら 続く て 「 そ う で ご ざい ます 」 の 掛け 合い は 、 テ イン ズ の 日 
野際 き ん も る デミ ウル ゴス の 加藤 将 之 さん も や は りお 上 手 だ な ぁ と 。 
そう いう 掛け 合い の 間 は 、 最 初 か ら 編集 で 問 を 作っ て か ら 声 島 き 
ん に 濱 技 も お 願い する も の な の で 、 監 督 さん 、 濱 出さ ん 、 編 集 きん 
が 上 手 《 問 を 決め て 《 れ た も の に 、 声 優 き ん が 素晴らし いね お 芝居 を 
乗せ て くれ る も の 。 全員 の ファ イン プレ ー が あっ て こそ だ と 思い ます 。 


間 


スタ ッ フ 褒 底 


ょ 至高 な る 御方 を 描く の は 、 
た い へ ん な 苦労 が ある の で す 。 


[今村] 僕 は 、2 期 の 1 話 で 作 監 (作画 監 頻 ) も や ら せ て も らい 、 リ 


ダリ ッ ト と ツア ー の シー ン は レイ テウ ト も 担当 きせ て も ら っ た の で 、 


自分 が デザ イン し た キャ ラク ター し か 出 な いと いう ( 笑 )。 し か も 
後々 、 リ ダリ ッ ト の 声優 きん が 野沢 (雅子 ) さん に 決ま り …… * 
田崎 ] ぴっ 《 り し た よね 。 

〔 今 村 ] 野沢 きん が 演じ て 《 れ る キャ ラ を 描け る チャ ンス は そう そ 
うな い の で 、 す ご (嬉し か っ た で す 。 あと 2 期 の 第 1 話 で アル ベ ド 
の 触 党 が び ょ こ ぴょ こ する 場面 に 、 ハ ー ト 型 を まぜ た ら 6 評判 が よく 
て 。 そう いう 遊び や こだわ っ た と ころ を 見 つけ て いた だ ける と 、 と て 
も 嬉し いで すね 。 

[so-bin] そう いえ ば 最近 、 ア ル ベ ド の アホ 毛 っ て 描い て な い 気 
が し ます 。 ちょ っ と ギャ グ 調 の 挿絵 だ と 描い た りす る ん で す が 、 シ リ 
テス な 場面 は あま り 。 た し か アニ メ 1 期 の 制作 時 に 、 ア ホ 毛 を つけ 
る か つけ な いか で 議論 に な っ て いま し た ね 。 な の で 、 プ ニ メ ー タ ー 
きん に アホ 毛 で 遊ん で いた だ ける の は 楽し いで す 。 感情 表現 が で 
きる ん だ な ぁ と 。 

〔 田 崎 ] アホ 毛 の 存在 意義 が で きち ゃ いま し た よね ( 笑 )。 

ーー で は 最後 に な り ま す が 、 改 め て 『 オ ー バ ー ロ ーF」 シ リー ズ 
ファ ン の 皆様 に メッ セー ジ を いた だ け ま すか ?. 

〔 今 村 ] 2 期 、3 期 と 「 オ ー バ ー ロ ー ド 』 を 手がけ る こと が で き 、 個 
人 的 に も いろ いろ と 新しい こと を 始め られ た の で 、 と て も 楽し か っ 
た で す 。 普段 、 キ ャ ラク ター 設定 が 表 に 出る 機会 は な い の で 、 こ うぅ 


し て 設定 資料 集 と いう 形 で 皆さん に ご 覧 に な っ て いた だ ける の も 、 


光栄 で すね 。 た だ 、 あま り じ っ 〈0 ア ニメーション 本 編 と 比較 する と 
和 が 見 えて し まう か も し れ な い の で 、 ほ と は と に 楽 し ん で いた だ け 
た ら 、 よ り 嬉 し いか な と 思い ます ( 笑 )。 

〔 田 崎 」 そう で すね 、 は ほど は ほ と で お 願い し ます ( 笑 )。 僕 は そう で す 


^ 今村 氏 が 担当 し た リグ リッ ト 。 
野沢 雅子 さん の 声 で さら に か っ こ 良 く 。 


ね … の … 『 オ ー バ ー ロ ー ド 』 を や っ て いて 思っ た こと の ひと つが 、 最 
近 の アニ メ の スピ ー ド 感 の 変化 で すね 。 原作 も も ちろ ん そう な ん で 
す が 、『 オ ー バ パー ロー ド 』 は 登場 キャ ラク ター が 数 話 で いな 《 な っ 
た 0 し な が ら 、 物 語 が どん どん 加 可 し て い 〈。 今 の 小説 の 読者 、 マ 
ン ガ を 読む 人 た ち 、 ア テニ メ を 観 て いる 皆さん の スピ ー ド 感 と いう の 
は 、 た ぶん そう いう 方 向 な の だ ろう と 。 僕 は も う ベ テラ ン に な っ て し 
まい 、 そ の スピ ー ド 感 に は は な か な か つい て いけ な い 世 代 だ っ た の 
で 、 と て も いい 体験 を させ て いた だ いた な と 思い ます 。 すご く 旭 強 
に な り ま し た 。 

[今村 〕 本 当 に そう で すね 。 

[田崎] あの スピ ー ド 感 が ある か ら 、 何 度 も 見 返し て 楽し ん で い 
だ た だ ける 作品 に な っ て いる ん だ ろう な と 思い ます 。 し か も 
けい ろ い ろ 和 洋 折 理 の 世界 観 が 入っ た 
か っ た 知識 も 絵 作 り に は 必要 で し た し 、 キ ャ ラ デ ザ イン も 大 変 だ っ 


、 こ れ だ 


韻 。 僕 が 今 まで 知ら な 


た の で す が 、 作 画 が 楽し か っ た な と 。 僕 テッ プ の 決め カッ ト 


が 担当 で し た が 、 そ こ を プロ モー ショ ン な ど で 使っ て いた だ けた 
の は 、 嬉 し か っ た で すね 。 と (に 最初 の キー ビジ ュ ア テル 、 凝 っ て 描 
いた 般 此 の アイ ンズ の と アッ プ が 、 告 知 な ど で た (さん 使っ て いた 
だ け て 光栄 で し た 。 

[so-bin] 今 振り 返 ろ る と 、 ア ニブ も 2 期 、3 期 と 短い スパ ン で シ 
リー ズ を 観 て いた だ けた の で 、『 オ ー バ ー ロ ー ド 。 の 世界 に 入り や 
すか っ た の で は な いか と 思い まし た 。 こ の 本 を 楽し ん で いた だ い 
て いる 方 は ぜひ 、 喘 像 が より 美しい Blu-ray 盤 を 購入 いた だ き 、 繰 
り 返 し アニ メ を 楽し ん で 《 だ さい 。 原作 も まだ まだ 続 《 と 思い ます の 
で 、 そ こも 楽し み に し て いた だ けれ ば 嬉し いで す 。 じつは 、 僕 は も 
と も と 甲 表 モノ は あま り 得 韻 で は な いん で す が ( 半 笑 )…… よ り ト 
手 に 描け る よう 、 こ れ か ら も 頑張 り た いと 思い ます 。 
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